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第
二
節
　
　
伊
予
切
の
書  

―
粘
葉
本
と
の
関
係
―  （
一
）

一

伊
予
切
の
も
と
は
冊
子
本
で
あ
っ
た
が
、大
正
一
三
年
（
一
九
二
四
）
に
分
断
さ
れ
、
そ
の
際
、伝
来
の
地
（
伊
予
国
〈
現
在
の
愛
媛
県
西
条
市
〉）

に
因
ん
で
伊
予
切
と
命
名
さ
れ
た
）
1
（

。

粘
葉
本
は
完
本
で
あ
り
、
粘
葉
装
と
い
う
装
丁
方
法
に
よ
り
綴
じ
ら
れ
た
冊
子
本
で
あ
る
。

か
つ
て
、
尾
上
柴
舟
氏
は
、
伊
予
切
と
粘
葉
本
と
は
「
筆
致
が
よ
く
類
似
し
て
」
い
る
も
の
の
、「
そ
の
時
代
も
、
書
者
も
明
ら
か
に
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
寛
弘
以
後
元
永
附
近
ま
で
の
間
の
何
人
か
の
名
手
が
、
筆
を
揮
っ
た
も
の
と
い
う
こ
と
は
、
い
わ
れ
る
と
思
う
）
2
（

」
と
さ

れ
た
。
ま
た
、
春
名
好
重
氏
も
「
同
筆
か
と
考
え
ら
れ
る
ほ
ど
、
字
形
・
線
・
用
筆
・
連
綿
な
ど
が
同
じ
よ
う
で
あ
る
」
と
い
う
見
解
を
示
さ
れ
た
。

一
方
、
安
東
聖
空
氏
は
、
両
本
を
「
同
手
と
見
て
よ
い
と
思
う
）
3
（

」
と
さ
れ
、
同
一
人
物
が
「
同
一
の
和
漢
朗
詠
集
を
相
当
数
多
く
書
い
た
も
の

と
考
え
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
」
と
説
か
れ
た
）
4
（

。
飯
島
春
敬
氏
も
、
両
本
は
「
同
筆
」
で
、「
後
冷
泉
天
皇
の
永
承
年
間
か
ら
堀
河
天
皇
の
寛
治

年
間
（
一
〇
四
六
―
一
〇
八
七
）
に
能
書
と
し
て
君
臨
し
た
藤
原
公
経
）
5
（

」
の
手
に
な
る
と
提
言
さ
れ
、
伊
予
切
の
「
書
き
方
は
、
緊
張
し
て
い
る
粘

葉
本
に
比
し
て
、
さ
ら
に
瀟
洒
で
自
由
で
あ
る
）
6
（

」
と
評
さ
れ
た
）
7
（

。

両
本
そ
れ
ぞ
れ
の
生
成
過
程
を
探
る
上
で
、
殊
に
、
安
東
聖
空
氏
の
ご
指
摘
（
以
下
、
安
東
説
と
呼
称
。）
は
重
要
で
あ
る
。
厳
密
に
は
、
書
の

み
な
ら
ず
、
本
文
に
関
す
る
考
察
結
果
も
あ
わ
せ
て
論
拠
と
し
て
示
さ
れ
た
上
で
結
論
付
け
ら
れ
る
べ
き
内
容
か
と
思
わ
れ
る
が
、
先
学
の
研
究

で
は
、
両
本
の
書
と
本
文
）
8
（

に
つ
い
て
、
総
合
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
細
微
に
亘
っ
た
事
例
報
告
は
現
段
階
で
は
見
当
た
ら
な
い
。

両
本
は
い
か
な
る
関
係
に
あ
る
の
か
。
そ
の
点
に
つ
い
て
改
め
て
問
う
べ
く
、
本
テ
ー
マ
に
お
い
て
根
幹
を
成
す
と
も
言
え
る
用
字
と
書
の
問

題
を
取
り
上
げ
、
再
検
討
を
試
み
た
）
9
（

。

本
節
に
お
け
る
「
伊
予
切
」
と
は
い
わ
ゆ
る
「
第
一
種
」（
1
〜
235
）
を
指
す
）
10
（

。
そ
の
旨
、
安
東
氏
は
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
認
識
の
下
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に
論
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
考
察
の
対
象
を
、『
和
漢
朗
詠
集
』
中
、
①
目
録
（
巻
上
の
み
）、
②
四
季
名
、
③
本
文
中
の
題
、
④
詩
歌

句
等
と
し
）
11
（

、
そ
の
う
ち
、
②
〜
④
に
つ
い
て
は
原
則
、
1
〜
235
の
範
囲
内
と
し
た
）
12
（

。

以
下
、
問
題
と
す
る
文
字
（
図
版
）
を
事
例
と
し
て
掲
載
す
る
際
、
当
該
文
字
と
、
そ
の
上
、
下
に
位
置
す
る
文
字
と
が
繋
が
っ
て
い
る
場
合

が
あ
る
。
当
該
文
字
を
含
め
、
三
文
字
が
繋
が
っ
て
い
る
場
合
は
当
該
文
字
の
下
に
位
置
す
る
文
字
の
方
を
優
先
し
て
そ
の
二
文
字
を
切
り
抜
い

て
掲
載
し
、
一
方
、
当
該
文
字
が
そ
の
上
に
位
置
す
る
文
字
と
の
み
繋
が
っ
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
は
そ
の
上
に
位
置
す
る
文
字
と
と
も
に
二
文

字
を
切
り
抜
い
て
掲
載
し
た
。

本
調
査
は
、
伊
予
切
は
『
日
本
名
跡
叢
刊
』
に
、
粘
葉
本
は
『
日
本
名
筆
選
』
に
拠
っ
た
）
13
（

。

二

安
東
氏
は
、
左
掲
【
用
例
Ａ
】
を
事
例
と
し
、
伊
予
切
で
は
「
い
か
に
粘
葉
本
と
近
似
の
字
体
が
多
い
か
が
明
ら
か
に
な
る
」
と
指
摘
さ
れ
た
）
14
（

。

【
用
例
Ａ
】

伊
予
切　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

粘
葉
本

　

右
掲
【
用
例
Ａ
】
で
は
、
た
し
か
に
両
本
間
に
お
け
る
「
近
似
の
字
体
が
多
」
く
、
字
母
の
相
違
も
、
一
七
字
目
（「
す
」
と
「
須
」
）、
一
八
字
目

（「
那
」
と
「
な
」
）、
二
四
字
目
（「
能
」
と
「
の
」
）
の
み
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
で
は
「
同
筆
」
説
を
裏
付
け
る
た
め
の
論
拠
と
し
て
は
不
十
分
で
あ
る
と
考
え
る
。「
同
筆
」
と
し
て
認
定
さ
れ
る
、
そ
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の
与
件
を
満
た
す
た
め
に
は
、
用
字
の
面
（
類
似
し
た
字
体
・
字
形
等
の
実
態
、
及
び
そ
れ
ら
の
使
用
頻
度
等
）
の
精
察
に
加
え
、「
書
」
そ
の
も

の
へ
の
分
析
的
検
証
が
不
可
欠
で
あ
る
。

殊
に
、
両
本
の
ご
と
く
、「
字
体
」
が
類
似
し
て
い
る
場
合
は
、「
字
形
）
15
（

」
等
の
吟
味
が
よ
り
重
要
視
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

文
字
（
漢
字
・
仮
名
）
を
構
成
し
て
い
る
点
・
画
・
線
な
ど
の
質
、
い
わ
ゆ
る
「
線
質
）
16
（

」
が
「
字
形
」
を
生
み
出
し
、
同
時
に
余
白
も
生
み
出
す

と
い
う
観
点
も
当
然
成
立
す
る
は
ず
で
あ
る
。
各
「
線
質
」
を
当
該
文
字
に
お
け
る
パ
ー
ツ
の
ご
と
く
捉
え
、
そ
の
分
析
を
試
み
る
と
と
も
に
、

そ
れ
ら
が
、
ど
の
よ
う
な
太
さ
・
長
さ
で
あ
り
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
位
置
に
ど
の
よ
う
な
角
度
で
配
さ
れ
て
い
る
の
か
等
と
い
っ
た
見
極
め
、

及
び
一
行
中
の
、
各
文
字
の
位
置
関
係
に
よ
る
行
の
揺
れ
、
行
の
傾
き
具
合
等
に
関
す
る
考
察
も
網
羅
的
に
な
さ
れ
る
べ
き
か
と
思
わ
れ
る
。

か
ね
て
か
ら
、
伊
予
切
と
粘
葉
本
と
は
異
な
る
と
い
う
印
象
を
拭
え
ず
、
そ
の
識
別
を
試
み
る
べ
く
、
伊
予
切
の
書
の
実
態
に
つ
い
て
、
粘
葉

本
と
の
関
係
を
中
心
に
考
究
し
た
い
と
い
う
思
い
を
も
っ
て
い
た
。

繰
り
返
し
述
べ
る
が
、
両
本
は
外
形
的
に
は
た
し
か
に
似
て
い
る
。
そ
こ
に
異
論
を
差
し
挟
む
余
地
は
な
い
。
し
か
し
、
線
質
（「
字
形
」
も
含

む
）
に
は
異
質
性
が
内
在
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

如
上
の
ご
と
き
仮
説
を
立
て
て
、
今
回
、
主
に
、
⑴
「
用
字
」
に
つ
い
て
考
察
を
行
い
、
ま
た
、
⑵
伊
予
切
に
見
ら
れ
る
特
徴
的
と
思
し
き
「
線

質
」（「
字
形
」
も
含
む
）
に
焦
点
を
当
て
て
比
較
検
討
を
試
み
た
）
17
（

。
そ
れ
に
加
え
、⑶
整
然
と
配
さ
れ
て
い
る
か
の
ご
と
き
文
字
の
並
び
（
一
行
中
、

各
文
字
の
位
置
関
係
に
よ
る
行
の
揺
れ
、
行
の
傾
き
具
合
等
）
に
関
す
る
考
察
も
行
っ
た
）
18
（

。

そ
の
結
果
、
両
本
で
は
た
し
か
に
異
質
性
を
帯
び
て
お
り
、
さ
ら
に
、
伊
予
切
の
書
の
内
容
的
価
値
は
粘
葉
本
に
及
ば
な
い
も
の
と
思
わ
れ
た
。

右
記
⑶
に
つ
い
て
は
次
節
に
て
考
察
を
行
う
こ
と
と
し
、
本
節
で
は
⑴
・
⑵
に
つ
い
て
論
じ
る
。

三

以
下
、【
事
例
Ｂ
】・【
事
例
Ｃ
】
は
用
字
に
関
す
る
調
査
結
果
で
あ
る
。
ま
た
、【
事
例
Ｄ
】
〜
【
事
例
Ｈ
】
は
用
字
に
加
え
、
書
に
関
す
る
考
察
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も
行
っ
た
結
果
で
あ
る
。
両
本
間
に
お
い
て
、
筆
路
が
ほ
ぼ
同
様
と
判
断
さ
れ
る
文
字
）
19
（

の
う
ち
、
そ
れ
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
同
様
な
位
置
）
20
（

に
存
し
て
い

る
ケ
ー
ス
を
数
え
て
み
る
）
21
（

と
、
そ
の
文
字
数
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

【
事
例
Ｂ
】

3 『和漢朗詠集』伊予切「第一種」の書

印
象
を
拭
え
ず
、
そ
の
識
別
を
試
み
る
べ
く
、
伊
予
切
の
書
の
実
態
に
つ

い
て
、
粘
葉
本
と
の
関
係
を
中
心
に
考
究
し
た
い
と
い
う
思
い
を
も
っ
て

い
た
。

繰
り
返
し
述
べ
る
が
、
両
本
は
外
形
的
に
は
た
し
か
に
似
て
い
る
。
そ

こ
に
異
論
を
差
し
挟
む
余
地
は
な
い
。
し
か
し
、
線
質
（「
字
形
」
も
含
む
）

に
は
異
質
性
が
内
在
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

如
上
の
ご
と
き
仮
説
を
立
て
て
、
今
回
、
主
に
、
⑴
「
用
字
」
に
つ
い

て
考
察
を
行
い
、
ま
た
、
⑵
伊
予
切
に
見
ら
れ
る
特
徴
的
と
思
し
き
「
線

質
」（「
字
形
」
も
含
む
）
に
焦
点
を
当
て
て
比
較
検
討
を
試
み

）
16
（

た
。
そ
れ
に
加

え
、
⑶
整
然
と
配
さ
れ
て
い
る
か
の
ご
と
き
文
字
の
並
び
（
一
行
中
、
各
文

字
の
位
置
関
係
に
よ
る
行
の
揺
れ
、
行
の
傾
き
具
合
等
）
に
関
す
る
考
察
も

行
っ

）
17
（

た
。

そ
の
結
果
、
両
本
で
は
た
し
か
に
異
質
性
を
帯
び
て
い
た
。
さ
ら
に
、

伊
予
切
の
書
の
レ
ベ
ル
は
粘
葉
本
に
は
及
ば
な
い
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ

た
。
紙
幅
の
都
合
上
、
右
記
⑶
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
る
こ
と
と
し
、
本

稿
で
は
⑴
・
⑵
に
つ
い
て
論
じ
る
。

三

以
下
、【
事
例
Ｂ
】・【
事
例
Ｃ
】
は
用
字
に
関
す
る
調
査
結
果
で
あ
る
。

ま
た
、【
事
例
Ｄ
】
〜
【
事
例
Ｈ
】
で
は
、
用
字
に
加
え
、
書
に
関
す
る
考

察
も
適
宜
行
っ
た
。
両
本
間
に
お
い
て
、
筆
路
が
ほ
ぼ
同
様
と
判
断
さ
れ

る
文
）
18
（字

の
う
ち
、
そ
れ
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
同
様
な
位
）
19
（置

に
存
し
て
い
る
ケ
ー

ス
を
数
え
て
み

）
20
（

る
と
、
そ
の
文
字
数
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

【
事
例
Ｂ
】

右
掲
の
う
ち
、
独
特
か
と
思
し
き
事
例
を
一
部
挙
げ
る
と
次
の
通
り
で

あ
る
。

【
事
例
Ｃ
】

平
安
時
代
書
写
と
さ
れ
る
諸
伝
本
の
う
ち
、
完
本
で
あ
る
そ
の
他
の

七
）
21
（本

に
つ
い
て
も
調
査
し
た
が
、
右
掲
の
ご
と
き
筆
路
を
有
す
る
文
字
は

目
録（
巻
上
）

四
季
名

本
文
中

の
題

　

漢
詩

和
歌

漢
字

6

0

27

1060

2

仮
名

―

―

―

―

1632

13
伊
予
切

粘
葉
本

40
伊
予
切

粘
葉
本

64
伊
予
切

粘
葉
本

119
伊
予
切

粘
葉
本

122
伊
予
切

粘
葉
本

30
伊
予
切

粘
葉
本

69
伊
予
切

粘
葉
本

75
伊
予
切

粘
葉
本

119
伊
予
切

粘
葉
本

121
伊
予
切

粘
葉
本

161
伊
予
切

粘
葉
本

214
伊
予
切

粘
葉
本

右
掲
の
う
ち
、
独
特
か
と
思
し
き
事
例
を
一
部
挙
げ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

【
事
例
Ｃ
】

40

切
予
伊

本
葉
粘

13

切
予
伊

本
葉
粘

30

切
予
伊

本
葉
粘

64

切
予
伊

本
葉
粘

69

切
予
伊

本
葉
粘

75

切
予
伊

本
葉
粘

119

切
予
伊

本
葉
粘

122

切
予
伊

本
葉
粘

161

切
予
伊

本
葉
粘

214

切
予
伊

本
葉
粘

119

切
予
伊

本
葉
粘

121

切
予
伊

本
葉
粘
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平
安
時
代
書
写
と
さ
れ
る
諸
伝
本
の
う
ち
、
完
本
、
及
び
あ
る
程
度
の
分
量
を
有
す
る
そ
の
他
の
七
本
）
22
（

に
つ
い
て
も
調
査
し
た
が
、
右
掲
の
ご

と
き
筆
路
を
有
す
る
文
字
は
全
巻
を
通
じ
て
皆
無
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
一
方
、
両
本
間
に
は
次
の
ご
と
き
相
違
点
も
散
見
さ
れ
た
。
以
下
、
そ
れ
ら
の
う
ち
の
一
部
に
つ
い
て
図
版
（
適
宜
、
矢
印
を

付
す
。）
を
掲
出
し
、
当
該
箇
所
に
つ
い
て
、
順
次
、
指
摘
す
る
。

【
事
例
Ｄ
】（
①
②
③
柳
・
④
⑤
落
・
⑥
⑦
岸
・
⑧
⑨
来
・
⑩
⑪
⑫
文
・
⑬
桃
）

切
予
伊
①

本
葉
粘
②

本
葉
粘
③

切
予
伊
④

本
葉
粘
⑤

切
予
伊
⑥

本
葉
粘
⑦

切
予
伊
⑧

本
葉
粘
⑨

切
予
伊
⑩

切
予
伊
⑪

本
葉
粘
⑫

本
葉
粘
⑬

両
本
中
、「
柳
」
の
崩
し
方
は
複
数
で
あ
る
が
、
最
終
画
が
縦
画
で
あ
る
の
は
そ
れ
ぞ
れ
十
五
例
存
す
る
。
木
偏
の
右
側
に
位
置
す
る
部
分
（
右

掲
①
②
③
等
の
矢
印
部
）
に
注
目
す
る
と
、
伊
予
切
で
は
①
の
ご
と
き
筆
路
は
十
一
例
存
し
て
い
た
が
、
粘
葉
本
に
そ
の
タ
イ
プ
は
見
当
た
ら
な

か
っ
た
。

「
落
」
で
は
、
右
掲
④
に
矢
印
で
示
し
た
箇
所
の
有
無
、
及
び
草
冠
（「
落
」
の
上
部
）
の
次
の
運
筆
に
注
目
す
る
と
、
伊
予
切
で
は
④
の
タ
イ
プ

は
四
例
存
し
て
い
た
が
、
粘
葉
本
に
は
本
考
察
範
囲
に
お
い
て
は
そ
の
タ
イ
プ
は
見
ら
れ
ず
、
い
ず
れ
も
⑤
の
ご
と
く
で
あ
っ
た
。

両
本
中
、「
岸
」
は
六
例
存
す
る
。
伊
予
切
で
は
そ
の
全
て
に
お
い
て
右
掲
⑥
の
ご
と
く
、
四
画
目
の
横
画
（
矢
印
部
）
と
五
画
目
の
左
払
い
（
矢

印
部
）
と
が
続
け
て
書
さ
れ
て
い
た
が
、
粘
葉
本
で
は
そ
の
タ
イ
プ
は
一
例
の
み
で
あ
っ
た
。
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両
本
中
、「
来
」
は
十
四
例
存
す
る
。
最
終
画
の
右
払
い
に
注
目
す
る
と
、
伊
予
切
に
は
払
う
タ
イ
プ
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
が
（
右
掲
⑧
の
矢

印
部
等
）、
粘
葉
本
に
は
⑨
の
ご
と
く
払
う
タ
イ
プ
が
四
例
存
し
て
い
た
。
ま
た
、
撥
ね
方
に
お
い
て
も
両
本
で
は
相
違
し
て
い
た
。
⑧
の
矢
印

部
の
ご
と
く
、
次
の
画
へ
と
続
け
る
ケ
ー
ス
が
伊
予
切
に
は
半
数
程
、
存
し
て
い
た
。
そ
の
「
撥
ね
」
に
は
勢
い
は
あ
る
も
の
の
、
落
ち
着
か
な

さ
が
生
じ
、
粘
葉
本
の
「
撥
ね
」
の
ご
と
き
美
し
さ
は
そ
こ
に
は
な
か
っ
た
。
一
方
、
粘
葉
本
の
「
撥
ね
」
に
は
、
内
側
の
空
間
を
包
み
込
む
か
の

ご
と
き
余
韻
さ
え
感
じ
ら
れ
た
。

両
本
中
、「
文
」
は
五
例
存
す
る
。
右
払
い
の
終
筆
）
23
（

（
前
掲
⑩
⑪
⑫
等
の
矢
印
部
）
に
注
目
す
る
。
伊
予
切
で
は
そ
の
う
ち
の
四
例
は
⑩
の
ご
と

く
長
く
、
残
り
一
例
は
⑪
で
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
に
お
い
て
も
粘
葉
本
に
存
し
て
い
た
冴
え
は
伊
予
切
か
ら
は
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
な
お
、
粘

葉
本
に
は
⑩
の
タ
イ
プ
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

両
本
中
、「
桃
」
は
七
例
存
す
る
。
粘
葉
本
で
は
そ
の
う
ち
の
四
例
が
⑬
の
タ
イ
プ
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
タ
イ
プ
の
異
体
字
は
伊
予
切
に
は
見

当
た
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
他
、
以
下
の
ケ
ー
ス
も
見
受
け
ら
れ
た
。「
春
」・「
月
」
に
は
い
く
つ
か
の
筆
路
が
あ
る
が
、
そ
こ
で
多
用
さ
れ
た
も
の
の
頻
度
が
両
本

で
は
異
な
っ
て
い
た
。

【
事
例
Ｅ
】（
⑭
⑮
⑯
春
・
⑰
⑱
⑲
⑳
月
）

「
春
」
の
右
払
い
（
矢
印
部
）
に
注
目
す
る
。
伊
予
切
中
、
右
下
へ
向
け
て
払
う
タ
イ
プ
（
⑭
の
矢
印
部
等
）
は
わ
ず
か
二
例
の
み
で
あ
っ
た
（
そ

の
他
は
⑮
の
ご
と
く
止
め
ら
れ
て
い
る
か
、
も
し
く
は
草
書
体
で
あ
っ
た
。）。
そ
れ
に
対
し
て
、
粘
葉
本
で
は
払
う
タ
イ
プ
（
⑯
の
矢
印
部
等
）

4

全
巻
を
通
じ
て
皆
無
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
一
方
、
両
本
間
で
は
相
違
す
る
文
字
も
散
見
さ
れ
た
。

以
下
、
そ
れ
ら
の
う
ち
の
一
部
に
つ
い
て
図
版
（
適
宜
、
矢
印
を
付
す
。）
を

掲
出
し
、
当
該
箇
所
に
つ
い
て
、
順
次
、
指
摘
す
る
。

【
事
例
Ｄ
】（
①
②
③
柳
・
④
⑤
落
・
⑥
⑦
岸
・
⑧
⑨
来
・
⑩
⑪
⑫
文
・
⑬
桃
）

両
本
中
、「
柳
」
の
崩
し
方
は
複
数
あ
る
が
、
最
終
画
が
縦
画
で
あ
る

の
は
そ
れ
ぞ
れ
十
五
例
存
す
る
。
木
偏
の
右
側
に
位
置
す
る
部
分
（
右
掲

①
②
③
等
の
矢
印
部
）
に
注
目
す
る
と
、
伊
予
切
で
は
①
の
ご
と
き
筆
路
は

十
一
例
存
し
て
い
た
が
、
粘
葉
本
に
そ
の
タ
イ
プ
は
見
当
た
ら
な
か
っ

た
。「

落
」
で
は
、
右
掲
④
に
矢
印
で
示
し
た
箇
所
の
有
無
、
及
び
草
冠
（「
落
」

の
上
部
）
の
次
の
運
筆
に
注
目
す
る
と
、
伊
予
切
で
は
④
の
タ
イ
プ
は
四

例
存
し
て
い
た
が
、
粘
葉
本
に
そ
の
タ
イ
プ
は
見
ら
れ
ず
、
い
ず
れ
も
⑤

の
ご
と
く
で
あ
っ
た
。

両
本
中
、「
岸
」
は
六
例
存
す
る
。
伊
予
切
で
は
そ
の
全
て
に
お
い
て

右
掲
⑥
の
ご
と
く
、
四
画
目
の
横
画
（
矢
印
部
）
と
五
画
目
の
左
払
い
（
矢

印
部
）
と
が
続
け
て
書
さ
れ
て
い
た
が
、
粘
葉
本
で
は
そ
の
タ
イ
プ
は
一

例
の
み
で
あ
っ
た
。

両
本
中
、「
来
」
は
十
四
例
存
す
る
。
最
終
画
の
右
払
い
に
注
目
す
る
と
、

伊
予
切
に
は
払
う
タ
イ
プ
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
が
（
上
掲
⑧
の
矢
印
部

等
）
、粘
葉
本
に
は
⑨
の
ご
と
く
払
う
タ
イ
プ
が
四
例
存
し
て
い
た
。
ま
た
、

撥
ね
方
に
お
い
て
も
両
本
で
は
相
違
し
て
い
た
。
⑧
の
矢
印
部
の
ご
と

く
、
次
の
画
へ
と
続
け
る
ケ
ー
ス
が
伊
予
切
に
は
半
数
程
、
存
し
て
い
た
。

そ
の
「
撥
ね
」
に
は
勢
い
は
あ
る
も
の
の
、
落
ち
着
か
な
さ
が
生
じ
、
粘

葉
本
の
「
撥
ね
」
の
ご
と
き
美
し
さ
は
そ
こ
に
は
な
か
っ
た
。
一
方
、
粘

葉
本
の
「
撥
ね
」
に
は
、
内
側
の
空
間
を
包
み
込
む
か
の
ご
と
き
余
韻
さ

え
感
じ
ら
れ
た
。

両
本
中
、「
文
」
は
五
例
存
す
る
。
右
払
い
の
終
）
22
（筆

（
上
掲
⑩
⑪
⑫
等
の
矢

印
部
）
に
注
目
す
る
。
伊
予
切
で
は
そ
の
う
ち
の
四
例
は
⑩
の
ご
と
く
長

く
、
残
り
一
例
は
⑪
で
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
に
お
い
て
も
粘
葉
本
に
存
し

て
い
た
冴
え
は
伊
予
切
か
ら
は
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
な
お
、
粘
葉
本
に

は
⑩
の
タ
イ
プ
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

両
本
中
、「
桃
」
は
七
例
存
す
る
。
粘
葉
本
で
は
そ
の
う
ち
の
四
例
が

⑬
の
タ
イ
プ
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
タ
イ
プ
の
異
体
字
は
伊
予
切
に
は
見
当

た
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
他
、
以
下
の
ケ
ー
ス
も
見
受
け
ら
れ
た
。「
春
」・「
月
」
に
は
い

く
つ
か
の
筆
路
が
あ
る
が
、
そ
こ
で
多
用
さ
れ
た
も
の
の
頻
度
が
両
本
で

は
異
な
っ
て
い
た
。

【
事
例
Ｅ
】（
⑭
⑮
⑯
春
・
⑰
⑱
⑲
⑳
月
）

①
伊
予
切

②
粘
葉
本

③
粘
葉
本

⑭
伊
予
切

⑮
伊
予
切

⑯
粘
葉
本

④
伊
予
切

⑤
粘
葉
本

⑥
伊
予
切

⑦
粘
葉
本

⑧
伊
予
切

⑨
粘
葉
本

⑩
伊
予
切

⑪
伊
予
切

⑫
粘
葉
本

⑬
粘
葉
本
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「
春
」
の
右
払
い
（
矢
印
部
）
に
注
目
す
る
。
伊
予
切
中
、
右
下
へ
向
け
て

払
う
タ
イ
プ
（
⑭
の
矢
印
部
等
）
は
わ
ず
か
二
例
の
み
で
あ
っ
た
（
そ
の
他
は

⑮
の
ご
と
く
止
め
ら
れ
て
い
る
か
、
も
し
く
は
草
書
体
で
あ
っ
た
。）
。
そ
れ
に
対
し

て
、
粘
葉
本
で
は
払
う
タ
イ
プ
（
⑯
の
矢
印
部
等
）
が
三
十
例
も
存
し
て
い

た
。
粘
葉
本
の
当
該
箇
所
（
右
払
い
）
に
は
余
韻
が
感
じ
ら
れ
た
が
、
そ
の

要
素
は
伊
予
切
か
ら
は
感
受
さ
れ
ず
、
伊
予
切
に
は
粘
葉
本
の
ご
と
き
筆

圧
の
変
化
も
見
ら
れ
な
か
っ

）
23
（

た
。

　

「
月
」
の
二
画
目
の
「
撥
ね
」
に
注
目
す
る
。
伊
予
切
に
は
次
の
画
へ
続

け
て
書
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
と
「
撥
ね
」
の
後
、
穂
先
が
紙
面
か
ら
い
っ

た
ん
離
れ
る
ケ
ー
ス
と
が
あ
る
。
前
者
の
タ
イ
プ
（
⑰
の
矢
印
部
等
）
は

二
十
八
例
も
存
し
て
お
り
、
後
者
の
タ
イ
プ
（
⑱
等
）
は
七
例
の
み
で
あ
っ

た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
粘
葉
本
で
は
両
タ
イ
プ
が
拮
抗
し
て
い
た
（
前
者

の
タ
イ
プ
が
十
七
例
、
後
者
の
タ
イ
プ
が
十
八
例
。）
。

伊
予
切
で
は
「
撥
ね
」
と
次
の
画
と
が
続
け
て
書
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス

が
多
く
、
そ
れ
に
よ
り
、
流
れ
、
勢
い
は
生
じ
る
も
の
の
、
粘
葉
本
に
存

す
る
切
れ
味
の
よ
さ
は
そ
こ
に
は
な
か
っ
た
。

両
本
間
に
お
け
る
相
違
は
仮
名
に
お
い
て
も
看
取
さ
れ
た
。「
け
」・

「
す
」
の
音
を
表
す
仮
名
を
取
り
上
げ
、
紙
幅
の
都
合
上
、
主
に
、
用
字

の
面
に
つ
い
て
述
べ
る
。

【
事
例
Ｆ
】（
①
④
け
・
②
⑤
介
・
③
⑥
遣
）

右
掲
の
ご
と
く
、
字
母
は
そ
れ
ぞ
れ
一
致
し
て
い
た
。
し
か
し
、
伊
予

切
で
は
「
け
」
が
多
用
さ
れ
て
い
る
（
二
十
三
例
）
の
に
対
し
て
、
粘
葉
本

で
は
「
介
」
が
三
十
一
例
あ
り
、
優
勢
で
あ
っ
た
（
な
お
、
伊
予
切
「
介
」
十
六

例
・「
遣
」
五
例
、
粘
葉
本
「
け
」
十
二
例
・「
遣
」
一
例
。）
。
以
下
、「
介
」
に
つ
い

て
の
み
述
べ
る
。
伊
予
切
で
は
右
掲
②
の
ご
と
く
、
上
に
位
置
す
る
文
字

と
「
介
」
と
が
続
け
て
書
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
「
介
」
の
う
ち
、
半
数
以

上
（
九
例
）
存
し
て
い
た
が
、
粘
葉
本
で
は
そ
の
よ
う
な
続
け
字
は
三
十
一

例
の
う
ち
、
九
例
し
か
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
⑤
「
介
」
の
矢
印
部

の
ご
と
く
、
一
筆
目
が
左
下
の
方
向
へ
向
け
て
払
わ
れ
て
い
る
か
と
思
し

き
運
筆
が
粘
葉
本
で
は
十
七
例
存
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
伊
予
切
で
は

そ
の
タ
イ
プ
は
三
例
の
み
で
あ
っ
た
。

【
事
例
Ｇ
】（
⑦
⑭
⑮
春
・
⑧
⑨
⑩
⑯
⑰
須
・
⑪
⑫
⑱
数
・
⑬
⑲
す
）

（
24
）

①
伊
予
切

②
伊
予
切

③
伊
予
切

⑰
伊
予
切

⑱
伊
予
切

⑲
粘
葉
本

⑳
粘
葉
本

④
粘
葉
本

⑤
粘
葉
本

⑥
粘
葉
本

⑦
伊
予
切

⑧
伊
予
切

⑨
伊
予
切

⑩
伊
予
切

⑪
伊
予
切

⑫
伊
予
切

⑬
伊
予
切

⑭
粘
葉
本

⑮
粘
葉
本

⑯
粘
葉
本
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が
三
十
例
も
存
し
て
い
た
。
粘
葉
本
の
当
該
箇
所
（
右
払
い
）
に
は
余
韻
が
感
じ
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
伊
予
切
か
ら
は
感
受
さ
れ
ず
、
伊
予
切
に

は
粘
葉
本
の
ご
と
き
筆
圧
の
変
化
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
）
24
（

。

「
月
」
の
二
画
目
の
「
撥
ね
」
に
注
目
す
る
。
伊
予
切
に
は
次
の
画
へ
続
け
て
書
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
と
「
撥
ね
」
の
後
、
穂
先
が
紙
面
か
ら
い
っ

た
ん
離
れ
る
ケ
ー
ス
と
が
あ
る
。
前
者
の
タ
イ
プ
（
⑰
の
矢
印
部
等
）
は
二
十
八
例
も
存
し
て
お
り
、後
者
の
タ
イ
プ
（
⑱
等
）
は
七
例
の
み
で
あ
っ

た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
粘
葉
本
で
は
両
タ
イ
プ
が
拮
抗
し
て
い
た
（
前
者
の
タ
イ
プ
が
十
七
例
、
後
者
の
タ
イ
プ
が
十
八
例
。）。

伊
予
切
で
は
「
撥
ね
」
と
次
の
画
と
が
続
け
て
書
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
そ
れ
に
よ
り
、
流
れ
、
勢
い
は
生
じ
る
。
し
か
し
、
粘
葉
本

に
存
す
る
切
れ
味
の
よ
さ
は
そ
こ
に
は
な
か
っ
た
。

両
本
間
に
お
け
る
相
違
は
仮
名
に
お
い
て
も
看
取
さ
れ
た
。「
け
」・「
す
」
の
音
を
表
す
仮
名
を
取
り
上
げ
、
紙
幅
の
都
合
上
、
主
に
、
用
字

の
面
に
つ
い
て
述
べ
る
。

【
事
例
Ｆ
】（
①
④
け
・
②
⑤
介
・
③
⑥
遣
）

右
掲
の
ご
と
く
、
字
母
は
そ
れ
ぞ
れ
一
致
し
て
い
た
。
し
か
し
、
伊
予
切
で
は
「
け
」
が
多
用
さ
れ
て
い
る
（
二
十
三
例
）
の
に
対
し
て
、
粘
葉

本
で
は
「
介
」
が
三
十
一
例
あ
り
、
優
勢
で
あ
っ
た
（
な
お
、
伊
予
切
「
介
」
十
六
例
・「
遣
」
五
例
、
粘
葉
本
「
け
」
十
二
例
・「
遣
」
一
例
。）。
以
下
、

「
介
」
に
つ
い
て
の
み
述
べ
る
。
伊
予
切
で
は
右
掲
②
の
ご
と
く
、
上
に
位
置
す
る
文
字
と
「
介
」
と
が
続
け
て
書
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
「
介
」

の
う
ち
、半
数
以
上
（
九
例
）
が
存
し
て
い
た
が
、粘
葉
本
で
は
そ
の
よ
う
な
続
け
字
は
三
十
一
例
の
う
ち
、九
例
し
か
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、

⑤
「
介
」
の
矢
印
部
の
ご
と
く
、
一
筆
目
が
左
下
の
方
向
へ
向
け
て
払
わ
れ
て
い
る
か
と
思
し
き
運
筆
が
粘
葉
本
で
は
十
七
例
存
し
て
い
た
の
に

（
25 ）

（
24
）

①

切
予
伊

②

切
予
伊

③

切
予
伊

④

本
葉
粘

本
葉
粘
⑤

⑥

本
葉
粘

（
25
）



86

対
し
て
、
伊
予
切
で
は
そ
の
タ
イ
プ
は
三
例
の
み
で
あ
っ
た
。

【
事
例
Ｇ
】（
⑦
⑭
⑮
春
・
⑧
⑨
⑩
⑯
⑰
須
・
⑪
⑫
⑱
数
・
⑬
⑲
す
）

字
母
の
一
致
、
及
び
そ
の
頻
度
に
お
い
て
両
本
間
で
は
共
通
性
が
認
め
ら
れ
た
（
伊
予
切
「
春
」
十
九
例
・「
須
」
十
五
例
・「
数
」
五
例
・「
す
」
八

例
、
粘
葉
本
「
春
」
二
十
例
・「
須
」
十
四
例
・「
数
」
二
例
・「
す
」
十
一
例
）。
し
か
し
な
が
ら
、
筆
路
は
相
違
し
て
い
た
。「
春
」
に
つ
い
て
は
伊

予
切
で
は
⑦
の
タ
イ
プ
の
み
で
あ
っ
た
が
、「
春
」
の
下
部
（
矢
印
部
）
に
重
き
を
置
き
、
大
別
す
る
と
、
粘
葉
本
に
は
⑮
の
タ
イ
プ
が
三
例
存
し

て
い
た
。

一
方
、「
須
」
に
つ
い
て
は
、
伊
予
切
で
は
⑧
⑨
⑩
の
三
種
が
存
し
て
）
26
（

い
た
が
、
粘
葉
本
で
は
二
種
（
⑯
⑰
等
）
の
タ
イ
プ
に
限
ら
れ
て
い
た
。

ま
た
、「
数
」
に
つ
い
て
も
、
矢
印
部
に
注
目
す
る
と
、
伊
予
切
で
は
二
種
に
大
別
さ
れ
る
（
⑪
一
例
・
⑫
四
例
）
が
、
粘
葉
本
中
の
「
数
」
は

わ
ず
か
二
例
で
は
あ
る
も
の
の
、
⑱
の
タ
イ
プ
の
み
で
あ
っ
た
。

以
下
の
ご
と
き
事
例
も
注
目
さ
れ
る
。
細
分
す
る
と
、（
前
掲
【
事
例
Ｂ
】
に
お
い
て
計
上
し
た
事
例
の
中
に
も
）
両
本
間
で
は
微
妙
な
と
こ
ろ

に
差
異
が
生
じ
て
い
た
。

切
予
伊
⑦

切
予
伊
⑧

切
予
伊
⑨

切
予
伊
⑩

切
予
伊
⑪

切
予
伊
⑫

切
予
伊
⑬

本
葉
粘
⑭

本
葉
粘
⑮

本
葉
粘
⑯

本
葉
粘
⑰

本
葉
粘
⑱

本
葉
粘
⑲
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【
事
例
Ｈ
】（
①
②
錦
・
③
④
桃
・
⑤
⑥
那
・
⑦
⑧
れ
）

切
予
伊
①

本
葉
粘
②

切
予
伊
③

本
葉
粘
④

切
予
伊
⑤

本
葉
粘
⑥

切
予
伊
⑦

本
葉
粘
⑧

右
掲
①
〜
⑧
に
お
け
る
最
終
画
等
の
終
筆
に
注
目
し
た
。

右
掲
①
②
（「
錦
」
）
の
ご
と
く
、
回
転
後
、
左
下
の
方
向
へ
払
う
ケ
ー
ス
が
七
例
存
す
る
。
う
ち
、
四
例
が
、
伊
予
切
で
は
極
端
に
長
く
、
粘

葉
本
に
そ
の
タ
イ
プ
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
右
掲
③
④
（「
桃
」
）
の
タ
イ
プ
は
七
例
存
す
る
が
、
③
の
矢
印
部
の
ご
と
き
長
さ
は
粘
葉
本
に
は

見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

「
那
」（「
な
」
の
音
を
表
す
仮
名
）
に
つ
い
て
は
、
粘
葉
本
に
見
ら
れ
る
草
仮
名
（
二
例
）
を
除
く
と
、
そ
の
他
の
終
筆
は
全
て
右
方
へ
向
け
て

払
わ
れ
て
い
た
。
伊
予
切
で
は
、
右
掲
⑤
の
矢
印
部
の
ご
と
き
長
さ
が
散
見
さ
れ
た
が
、
粘
葉
本
に
そ
の
タ
イ
プ
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
な
お
、

「
れ
」
の
当
該
箇
所
（
矢
印
部
）
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

如
上
の
伊
予
切
の
当
該
箇
所
（
①
③
⑤
⑦
の
終
筆
部
分
）
に
は
勢
い
は
あ
る
。
し
か
し
、
徒
に
長
く
、
ま
た
、
線
質
は
平
板
で
あ
っ
た
。
一
方
、

粘
葉
本
で
は
穂
先
が
紙
面
に
吸
い
込
ま
れ
る
か
の
ご
と
く
、
深
み
の
あ
る
線
質
で
あ
っ
た
。

以
上
、
両
本
間
で
は
、
ほ
ぼ
同
位
置
に
同
様
な
字
体
・
字
形
を
多
数
共
有
し
、
そ
れ
ら
の
中
に
は
特
殊
な
事
例
も
存
し
て
お
り
、
概
ね
近
い
関

係
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
細
分
す
る
と
、
両
本
中
、
い
ず
れ
か
一
方
に
し
か
見
ら
れ
な
い
筆
路
、
多
用
さ
れ
る

筆
路
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
た
。

ま
た
、
伊
予
切
で
は
、
長
短
、
大
小
等
の
相
対
す
る
要
素
を
交
え
る
こ
と
に
よ
り
、
両
両
相
俟
っ
て
全
体
と
し
て
動
的
で
は
あ
っ
た
。
し
か
し
、

そ
の
反
面
、
騒
が
し
さ
の
感
も
否
め
ず
、
粘
葉
本
と
比
較
す
る
と
、
そ
れ
ら
は
外
面
的
に
感
じ
ら
れ
た
。
粘
葉
本
の
ご
と
き
冴
え
、
及
び
そ
れ
に

伴
う
余
韻
は
伊
予
切
の
線
質
か
ら
は
感
受
さ
れ
な
か
っ
た
。
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四

伊
予
切
と
粘
葉
本
の
書
に
お
け
る
最
大
の
相
違
は
線
質
に
内
在
す
る
呼
吸
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
運
筆
の
際
、
筆
圧
が
か
け
ら
れ

た
り
、
引
き
上
げ
ら
れ
）
27
（

た
り
す
る
時
に
生
じ
る
「
穂
先
の
バ
ネ
（
弾
性
）
」
の
働
き
具
合
が
深
く
関
与
し
て
い
る
が
、
そ
の
際
、
穂
先
が
紙
面
に
食

い
込
ん
で
い
な
け
れ
ば
穂
先
の
バ
ネ
を
十
分
に
活
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
極
言
す
れ
ば
、「
書
写
者
の
伎
倆
は
そ
こ
に
端

的
に
表
れ
る
と
い
う
見
方
も
可
能
」
で
あ
ろ
う
。

よ
っ
て
、
以
下
述
べ
る
考
察
で
は
、「
穂
先
の
（
紙
面
へ
の
）
食
い
込
み
」、
及
び
「
穂
先
の
バ
ネ
の
働
き
」
が
求
め
ら
れ
る
と
思
し
き
文
字
に
注

目
し
た
。「
穂
先
の
バ
ネ
」
と
は
筆
で
文
字
を
書
く
際
、
穂
先
が
紙
面
を
突
き
、
そ
の
後
、
元
の
状
態
に
戻
ろ
う
と
す
る
、
穂
先
の
も
つ
弾
力
性

を
指
す
。
運
筆
の
際
、押
し
た
り
引
い
た
り
す
る
こ
と
に
伴
う
穂
先
の
開
閉
は
筆
の
毛
の
特
性
で
あ
る
が
、書
写
者
の
伎
倆
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ

て
線
に
抑
揚
、
呼
吸
等
を
与
え
得
る
。
次
章
に
お
い
て
頻
出
す
る
た
め
、
は
じ
め
に
、「
穂
先
の
バ
ネ
」
に
関
す
る
補
足
的
説
明
を
行
い
た
く
、

伊
予
切
・
粘
葉
本
か
ら
「
聲
」
を
掲
出
す
る
。

7 『和漢朗詠集』伊予切「第一種」の書

れ
た
り
、
引
き
上
げ
ら
れ

）
26
（

た
り
し
た
場
合
に
生
じ
る
「
穂
先
の
バ
ネ
（
弾

性
）
」
の
働
き
具
合
が
深
く
関
与
し
て
い
る
と
い
え
る
が
、
そ
の
際
、
穂

先
が
紙
面
に
食
い
込
ん
で
い
な
け
れ
ば
穂
先
の
バ
ネ
を
十
分
に
活
か
す
こ

と
は
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
極
言
す
れ
ば
、「
書
写
者
の
伎
倆

は
そ
こ
に
端
的
に
表
れ
る
と
い
う
見
方
も
可
能
」
と
い
え
よ
う
。

よ
っ
て
、
次
章
に
お
け
る
考
察
で
は
、「
穂
先
の
（
紙
面
へ
の
）
食
い
込

み
」、
及
び
「
穂
先
の
バ
ネ
の
働
き
」
が
求
め
ら
れ
る
と
思
し
き
文
字
に
注

目
し
た
。「
穂
先
の
バ
ネ
」
と
は
筆
で
文
字
を
書
く
際
、
穂
先
が
紙
面
を

突
き
、
そ
の
後
、
元
の
状
態
に
戻
ろ
う
と
す
る
、
穂
先
の
も
つ
弾
力
性
を

指
す
。
運
筆
の
際
、
押
し
た
り
引
い
た
り
す
る
こ
と
に
伴
う
穂
先
の
開
閉

は
筆
の
毛
の
特
性
と
も
い
え
る
が
、
書
写
者
の
伎
倆
が
加
わ
る
こ
と
に

よ
っ
て
線
に
抑
揚
・
呼
吸
等
を
与
え
得
る
。
次
章
に
お
い
て
頻
出
す
る
た

め
、
は
じ
め
に
、「
穂
先
の
バ
ネ
」
に
関
す
る
補
足
的
説
明
を
行
い
た
く
、

伊
予
切
・
粘
葉
本
か
ら
「
聲
」
を
掲
出
す
る
。

　

【
用
例
Ｉ
】
聲

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

　
　
　
　

右
掲
の
伊
予
切
の
矢
印
部
b
以
降
の
線
質
に
は
、
粘
葉
本
の
当
該
箇
所

の
ご
と
く
、
厚
み
も
張
り
も
感
じ
ら
れ
な
い
。
そ
こ
に
は
「
穂
先
の
バ
ネ

の
働
き
」、
及
び
「
穂
先
の
（
紙
面
へ
の
）
食
い
込
み
」
が
関
与
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

伊
予
切
で
は
、
矢
印
部
b
に
お
い
て
、
筆
圧
が
か
け
ら
れ
た
後
、
若
干
、

穂
先
が
引
き
上
げ
ら
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
穂
先
の
（
紙
面
へ
の
）
食
い
込

み
が
甘
く
、
そ
の
た
め
、
そ
の
後
の
線
質
は
紙
面
を
滑
っ
て
い
る
か
の
ご

と
き
平
板
な
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
れ
に
対
し
て
、
粘
葉
本
で
は
、
矢
印
部
b
に
お
い
て
、
穂
先
が
沈
め

ら
れ
（
イ
ラ
ス
ト
で
穂
先
の
状
況
を
示
し
た
）
、
そ
の
直
後
、
穂
先
は
「
バ
ネ
」

を
活
か
し
、
（
紙
面
に
）
食
い
込
ん
だ
状
態
の
ま
ま
、
若
干
、
引
き
上
げ
ら

れ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
後
の
矢
印
部
ｃ
に
お
い
て
再
度
、

筆
圧
が
か
け
ら
れ
（
穂
先
の
状
況
を
イ
ラ
ス
ト
で
示
し
た
）
、
先
程
の
場
合
同
様
、

（
紙
面
に
）
食
い
込
ん
だ
状
態
で
、「
バ
ネ
」
を
活
か
し
て
次
へ
向
け
て
送
筆

さ
れ
て
い
る
。【
用
例
Ｉ
】
か
ら
も
知
ら
れ
る
通
り
、
粘
葉
本
の
「
筆
圧
が

か
け
ら
れ
た
」
状
態
、
及
び
「
引
き
上
げ
が
な
さ
れ
た
」
状
態
に
お
け
る

そ
の
力
加
減
の
差
違
は
微
々
た
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
穂
先
の
そ
こ

に
お
け
る
働
き
は
、
そ
の
書
の
価
値
を
決
定
づ
け
る
程
、
重
要
な
意
味
を

持
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

五

本
章
で
は
、
用
字
・
書
の
両
面
に
亘
っ
て
具
体
的
検
討
を
行
う
べ
く
、

漢
字
は
「
聲
」、仮
名
は
「
者
」
を
主
に
取
り
上
げ
た
。
以
下
の
【
事
例
Ｊ
】・

【
事
例
Ｋ
】
は
筆
路
が
ほ
ぼ
同
様
と
判
断
さ
れ
る
ケ
ー
ス
を
基
準
に
分
類

し
た
も
の
で
あ
る
。
紙
幅
の
都
合
上
、
各
タ
イ
プ
に
お
け
る
図
版
の
掲
出

は
一
例
の
み
と
し
、
そ
の
下
に
は
当
該
図
版
を
も
含
め
た
用
例
数
を
括
弧

内
に
挙
げ
る
。

用
字
に
関
す
る
考
察
で
は
、
当
該
文
字
の
筆
路
等
の
実
態
、
及
び
そ
れ

b

b

伊
予
切

粘
葉
本

c

右
掲
の
伊
予
切
の
矢
印
部
b
以
降
の
線
質
に
は
、
粘
葉
本
の
当
該
箇
所
の
ご
と
く
、
厚
み
も
張
り
も
感
じ
ら
れ
な
い
。
そ
こ
に
は
「
穂
先
の
バ

ネ
の
働
き
」、
及
び
「
穂
先
の
食
い
込
み
」
が
関
与
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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伊
予
切
で
は
、
矢
印
部
b
に
お
い
て
、
筆
圧
が
か
け
ら
れ
た
後
、
若
干
、
穂
先
が
引
き
上
げ
ら
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
穂
先
の
食
い
込
み
が
甘

く
、
そ
の
た
め
、
そ
の
後
の
線
質
は
平
板
）
28
（

な
も
の
と
な
っ
た
。

そ
れ
に
対
し
て
、
粘
葉
本
で
は
、
矢
印
部
b
に
お
い
て
、
穂
先
が
沈
め
ら
れ
（
イ
ラ
ス
ト
で
穂
先
の
状
況
を
示
し
た
）、
そ
の
直
後
、
穂
先
は
「
バ

ネ
」
を
活
か
し
、
食
い
込
ん
だ
状
態
の
ま
ま
、
若
干
、
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
後
の
矢
印
部
c
に
お
い
て
再
度
、

筆
圧
が
か
け
ら
れ
（
穂
先
の
状
況
を
イ
ラ
ス
ト
で
示
し
た
）、
先
程
の
場
合
同
様
、
食
い
込
ん
だ
状
態
で
、「
バ
ネ
」
を
活
か
し
て
次
へ
向
け
て
送

筆
さ
れ
て
い
る
。【
用
例
Ｉ
】
か
ら
も
知
ら
れ
る
通
り
、
粘
葉
本
の
「
筆
圧
が
か
け
ら
れ
た
」
状
態
、
及
び
「
引
き
上
げ
が
な
さ
れ
た
」
状
態
に
お

け
る
そ
の
力
加
減
の
差
違
は
微
々
た
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
穂
先
の
そ
こ
に
お
け
る
働
き
は
、
そ
の
書
の
価
値
を
決
定
づ
け
る
程
、
重
要
な

意
味
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

五

既
述
し
た
「
穂
先
の
バ
ネ
の
働
き
」、「
穂
先
の
食
い
込
み
」
が
表
れ
や
す
い
文
字
を
選
定
し
、
用
字
・
書
の
両
面
に
亘
っ
て
具
体
的
検
討
を
行
っ

た
。
主
に
、
漢
字
は
「
聲
」、
仮
名
は
「
者
」・「
那
」
を
取
り
上
げ
た
。

両
本
の
当
該
文
字
の
全
て
を
本
節
末
尾
【
図
版
Ｊ
】・【
図
版
Ｋ
】・【
図
版
Ｌ
】
に
載
せ
る
。
本
論
で
は
そ
れ
ら
を
タ
イ
プ
別
に
分
類
し
た
図
版

を
そ
れ
ぞ
れ
【
事
例
Ｊ
】・【
事
例
Ｋ
】・【
事
例
Ｌ
】
に
一
例
ず
つ
掲
出
し
、
そ
の
下
に
は
当
該
図
版
を
も
含
め
た
用
例
数
を
括
弧
内
に
挙
げ
る
。

た
だ
し
、
手
書
き
で
あ
る
以
上
、
字
形
が
一
致
す
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
皆
無
で
あ
る
。
毛
筆
に
よ
り
書
さ
れ
た
線
が
交
差
し
た
場
合

等
は
判
別
し
難
く
、
前
述
し
た
「
タ
イ
プ
」
と
は
、
便
宜
的
分
類
に
拠
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
本
調
査
結
果
に
お
け
る
事
例
数
に
よ
り
、

両
本
の
書
写
者
の
文
字
の
崩
し
方
の
傾
向
、
当
該
文
字
使
用
上
の
現
況
は
本
調
査
に
よ
り
大
方
掴
め
る
は
ず
で
あ
る
。

用
字
に
関
す
る
考
察
で
は
、
当
該
文
字
の
筆
路
等
の
実
態
、
及
び
そ
れ
ら
が
用
い
ら
れ
た
頻
度
に
注
目
し
た
。

ま
た
、
書
に
つ
い
て
は
、
主
に
、
伊
予
切
に
見
ら
れ
る
特
徴
的
と
思
し
き
「
線
質
」（「
字
形
」
も
含
む
）
に
注
目
し
、
両
本
の
比
較
検
討
を
試
み
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た
。
伊
予
切
の
中
の
「
要
素
）
29
（

」
を
抽
出
し
、
粘
葉
本
と
の
相
違
に
つ
い
て
論
じ
る
が
、
そ
の
際
、
適
宜
、
い
く
つ
か
の
図
版
（
矢
印
・
補
助
線
等

を
付
す
。）
を
選
び
、
掲
出
す
る
。

両
本
に
存
す
る
「
聲
」
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

【
事
例
Ｊ
】
聲

 

タ
イ
プ
⑴ 

 

タ
イ
プ
⑹

（
28
）

◆

切
予
伊

81（

例
一
十

）
◆

本
葉
粘

67（

例
二
十

）

◆

本
葉
粘

128（

例
二

）

◆

本
葉
粘

213（

例
二

）

◆

切
予
伊

164（

例
四

）

◆

本
葉
粘

463（

例
二

）

◆

本
葉
粘

215（

例
二

）

◆

切
予
伊

222（

例
一

）

◆

本
葉
粘

45（

例
二

）

◆

切
予
伊

134（

例
一

）

◆

本
葉
粘

620（

例
一

）

◆

本
葉
粘

702（

例
一

）

（
28
）

◆

切
予
伊

81（

例
一
十

）
◆

本
葉
粘

67（

例
二
十

）

◆

本
葉
粘

128（

例
二

）

◆

本
葉
粘

213（

例
二

）

◆

切
予
伊

164（

例
四

）

◆

本
葉
粘

463（

例
二

）

◆

本
葉
粘

215（

例
二

）

◆

切
予
伊

222（

例
一

）

◆

本
葉
粘

45（

例
二

）

◆

切
予
伊

134（

例
一

）

◆

本
葉
粘

620（

例
一

）

◆

本
葉
粘

702（

例
一

）

 

タ
イ
プ
⑵ 

 

タ
イ
プ
⑺

 

タ
イ
プ
⑶ 

 

タ
イ
プ
⑻

（
28
）

◆

切
予
伊

81（

例
一
十

）
◆

本
葉
粘

67（

例
二
十

）

◆

本
葉
粘

128（

例
二

）

◆

本
葉
粘

213（

例
二

）

◆

切
予
伊

164（

例
四

）

◆

本
葉
粘

463（

例
二

）

◆

本
葉
粘

215（

例
二

）

◆

切
予
伊

222（

例
一

）

◆

本
葉
粘

45（

例
二

）

◆

切
予
伊

134（

例
一

）

◆

本
葉
粘

620（

例
一

）

◆

本
葉
粘

702（

例
一

）

（
28
）

◆

切
予
伊

81（

例
一
十

）
◆

本
葉
粘

67（

例
二
十

）

◆

本
葉
粘

128（

例
二

）

◆

本
葉
粘

213（

例
二

）

◆

切
予
伊

164（

例
四

）

◆

本
葉
粘

463（

例
二

）

◆

本
葉
粘

215（

例
二

）

◆

切
予
伊

222（

例
一

）

◆

本
葉
粘

45（

例
二

）

◆

切
予
伊

134（

例
一

）

◆

本
葉
粘

620（

例
一

）

◆

本
葉
粘

702（

例
一

）

 

タ
イ
プ
⑷ 

 

タ
イ
プ
⑼

（
28
）

◆

切
予
伊

81（

例
一
十

）
◆

本
葉
粘

67（

例
二
十

）

◆

本
葉
粘

128（

例
二

）

◆

本
葉
粘

213（

例
二

）

◆

切
予
伊

164（

例
四

）

◆

本
葉
粘

463（

例
二

）

◆

本
葉
粘

215（

例
二

）

◆

切
予
伊

222（

例
一

）

◆

本
葉
粘

45（

例
二

）

◆

切
予
伊

134（

例
一

）

◆

本
葉
粘

620（

例
一

）

◆

本
葉
粘

702（

例
一

）

（
28
）

◆

切
予
伊

81（

例
一
十

）
◆

本
葉
粘

67（

例
二
十

）

◆

本
葉
粘

128（

例
二

）

◆

本
葉
粘

213（

例
二

）

◆

切
予
伊

164（

例
四

）

◆

本
葉
粘

463（

例
二

）

◆

本
葉
粘

215（

例
二

）

◆

切
予
伊

222（

例
一

）

◆

本
葉
粘

45（

例
二

）

◆

切
予
伊

134（

例
一

）

◆

本
葉
粘

620（

例
一

）

◆

本
葉
粘

702（

例
一

）

 

タ
イ
プ
⑸

（
28
）

◆

切
予
伊

81（

例
一
十

）
◆

本
葉
粘

67（

例
二
十

）

◆

本
葉
粘

128（

例
二

）

◆

本
葉
粘

213（

例
二

）

◆

切
予
伊

164（

例
四

）

◆

本
葉
粘

463（

例
二

）

◆

本
葉
粘

215（

例
二

）

◆

切
予
伊

222（

例
一

）

◆

本
葉
粘

45（

例
二

）

◆

切
予
伊

134（

例
一

）

◆

本
葉
粘

620（

例
一

）

◆

本
葉
粘

702（

例
一

）

（
30 ）

（
28
）

◆

切
予
伊

81（

例
一
十

）
◆

本
葉
粘

67（

例
二
十

）

◆

本
葉
粘

128（

例
二

）

◆

本
葉
粘

213（

例
二

）

◆

切
予
伊

164（

例
四

）

◆

本
葉
粘

463（

例
二

）

◆

本
葉
粘

215（

例
二

）

◆

切
予
伊

222（

例
一

）

◆

本
葉
粘

45（

例
二

）

◆

切
予
伊

134（

例
一

）

◆

本
葉
粘

620（

例
一

）

◆

本
葉
粘

702（

例
一

） （
28
）

◆

切
予
伊

81（

例
一
十

）
◆

本
葉
粘

67（

例
二
十

）

◆

本
葉
粘

128（

例
二

）

◆

本
葉
粘

213（

例
二

）

◆

切
予
伊

164（

例
四

）

◆

本
葉
粘

463（

例
二

）

◆

本
葉
粘

215（

例
二

）

◆

切
予
伊

222（

例
一

）

◆

本
葉
粘

45（

例
二

）

◆

切
予
伊

134（

例
一

）

◆

本
葉
粘

620（

例
一

）

◆

本
葉
粘

702（

例
一

）

（
30
）
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た
。
伊
予
切
の
中
の
「
要
素
）
29
（

」
を
抽
出
し
、
粘
葉
本
と
の
相
違
に
つ
い
て
論
じ
る
が
、
そ
の
際
、
適
宜
、
い
く
つ
か
の
図
版
（
矢
印
・
補
助
線
等

を
付
す
。）
を
選
び
、
掲
出
す
る
。

両
本
に
存
す
る
「
聲
」
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

【
事
例
Ｊ
】
聲

 

タ
イ
プ
⑴ 

 

タ
イ
プ
⑹

（
28
）

◆

切
予
伊

81（

例
一
十

）
◆

本
葉
粘

67（

例
二
十

）

◆

本
葉
粘

128（

例
二

）

◆

本
葉
粘

213（

例
二

）

◆

切
予
伊

164（

例
四

）

◆

本
葉
粘

463（

例
二

）

◆

本
葉
粘

215（

例
二

）

◆

切
予
伊

222（

例
一

）

◆

本
葉
粘

45（

例
二

）

◆

切
予
伊

134（

例
一

）

◆

本
葉
粘

620（

例
一

）

◆

本
葉
粘

702（

例
一

）

（
28
）

◆

切
予
伊

81（

例
一
十

）
◆

本
葉
粘

67（

例
二
十

）

◆

本
葉
粘

128（

例
二

）

◆

本
葉
粘

213（

例
二

）

◆

切
予
伊

164（

例
四

）

◆

本
葉
粘

463（

例
二

）

◆

本
葉
粘

215（

例
二

）

◆

切
予
伊

222（

例
一

）

◆

本
葉
粘

45（

例
二

）

◆

切
予
伊

134（

例
一

）

◆

本
葉
粘

620（

例
一

）

◆

本
葉
粘

702（

例
一

）

 

タ
イ
プ
⑵ 

 

タ
イ
プ
⑺

 

タ
イ
プ
⑶ 

 

タ
イ
プ
⑻

（
28
）

◆

切
予
伊

81（

例
一
十

）
◆

本
葉
粘

67（

例
二
十

）

◆

本
葉
粘

128（

例
二

）

◆

本
葉
粘

213（

例
二

）

◆

切
予
伊

164（

例
四

）

◆

本
葉
粘

463（

例
二

）

◆

本
葉
粘

215（

例
二

）

◆

切
予
伊

222（

例
一

）

◆

本
葉
粘

45（

例
二

）

◆

切
予
伊

134（

例
一

）

◆

本
葉
粘

620（

例
一

）

◆

本
葉
粘

702（

例
一

）

（
28
）

◆

切
予
伊

81（

例
一
十

）
◆

本
葉
粘

67（

例
二
十

）

◆

本
葉
粘

128（

例
二

）

◆

本
葉
粘

213（

例
二

）

◆

切
予
伊

164（

例
四

）

◆

本
葉
粘

463（

例
二

）

◆

本
葉
粘

215（

例
二

）

◆

切
予
伊

222（

例
一

）

◆

本
葉
粘

45（

例
二

）

◆

切
予
伊

134（

例
一

）

◆

本
葉
粘

620（

例
一

）

◆

本
葉
粘

702（

例
一

）

 

タ
イ
プ
⑷ 

 

タ
イ
プ
⑼

（
28
）

◆

切
予
伊

81（

例
一
十

）
◆

本
葉
粘

67（

例
二
十

）

◆

本
葉
粘

128（

例
二

）

◆

本
葉
粘

213（

例
二

）

◆

切
予
伊

164（

例
四

）

◆

本
葉
粘

463（

例
二

）

◆

本
葉
粘

215（

例
二

）

◆

切
予
伊

222（

例
一

）

◆

本
葉
粘

45（

例
二

）

◆

切
予
伊

134（

例
一

）

◆

本
葉
粘

620（

例
一

）

◆

本
葉
粘

702（

例
一

）

（
28
）

◆

切
予
伊

81（

例
一
十

）
◆

本
葉
粘

67（

例
二
十

）

◆

本
葉
粘

128（

例
二

）

◆

本
葉
粘

213（

例
二

）

◆

切
予
伊

164（

例
四

）

◆

本
葉
粘

463（

例
二

）

◆

本
葉
粘

215（

例
二

）

◆

切
予
伊

222（

例
一

）

◆

本
葉
粘

45（

例
二

）

◆

切
予
伊

134（

例
一

）

◆

本
葉
粘

620（

例
一

）

◆

本
葉
粘

702（

例
一

）

 

タ
イ
プ
⑸

（
28
）

◆

切
予
伊

81（

例
一
十

）
◆

本
葉
粘

67（

例
二
十

）

◆

本
葉
粘

128（

例
二

）

◆

本
葉
粘

213（

例
二

）

◆

切
予
伊

164（

例
四

）

◆

本
葉
粘

463（

例
二

）

◆

本
葉
粘

215（

例
二

）

◆

切
予
伊

222（

例
一

）

◆

本
葉
粘

45（

例
二

）

◆

切
予
伊

134（

例
一

）

◆

本
葉
粘

620（

例
一

）

◆

本
葉
粘

702（

例
一

）

（
30 ）

「
タ
イ
プ
⑴
」
が
最
多
と
い
う
点
に
お
い
て
は
両
本
で
は
一
致
し
て
い
た
。
し
か
し
、
両
本
に
共
通
す
る
の
は
「
タ
イ
プ
⑴
⑵
⑶
」
の
三
種
の
み

で
あ
っ
た
。

次
に
、
書
に
つ
い
て
述
べ
る
。

■
「
タ
イ
プ
⑴
」
点
線
部
a
、
及
び
矢
印
部
b
・
c
・
d
・
e
・
f
・
g
に
つ
い
て

点
線
部
a
で
は
、
左
下
か
ら
右
上
へ
向
か
い
、
そ
こ
か
ら
下
方
へ
向
き
が
変
え
ら
れ
た
後
、
さ
ら
に
右
方
へ
若
干
移
動
し
、
そ
の
直
後
、
再
度
、

左
下
の
方
へ
向
け
て
方
向
転
換
が
な
さ
れ
て
お
り
、
穂
先
の
進
行
方
向
は
瞬
時
に
四
度
に
わ
た
り
変
更
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
ポ
イ
ン
ト
（
方

向
転
換
が
な
さ
れ
た
箇
所
）
を
、
便
宜
上
、
矢
印
部
b 

・
c 

・
d 

・
e
と
称
す
。

伊
予
切
点
線
部
a
に
は
不
自
然
か
と
思
し
き
箇
所
が
い
く
つ
か
見
受
け
ら
れ
た
。
殊
に
、
矢
印
部
b 

・
c 

・
d 

・
e
に
お
い
て
、
穂
先
の
食

い
込
み
が
甘
い
ケ
ー
ス
が
目
立
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
矢
印
部
b
に
関
し
て
言
え
ば
45
・
81
・
84
・
128
・
193
・
213
・
230
・
231
等
に
お
い
て
顕
著
で
あ
っ

た
（
要
素
①
）。

一
方
、
伊
予
切
205
・
215
・
227
に
お
け
る
矢
印
部
b
は
そ
れ
な
り
に
自
然
な
運
筆
で
あ
っ
た
が
、
矢
印
部
c
等
で
は
穂
先
が
滑
っ
た
感
が
あ
り
、

そ
の
結
果
、
矢
印
部
c
と
d
の
間
の
線
質
が
平
板
に
な
っ
た
（
要
素
②
）。

ま
た
、（
矢
印
部
d
に
お
い
て
穂
先
の
バ
ネ
が
活
か
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
因
る
と
思
わ
れ
る
が
）、
矢
印
部
d
と
e
の
間
の
筆
致
に
注
目
す

る
と
、
伊
予
切
215
・
231
等
で
は
技
術
的
な
面
で
精
細
さ
に
欠
け
て
い
た
（
要
素
③
）。

さ
ら
に
、
矢
印
部
f
の
部
分
（
余
白
）
に
お
い
て
も
両
本
で
は
相
違
し
て
い
た
。
伊
予
切
230
は
広
く
（
要
素
④
）、
ま
た
、
231
は
狭
く
（
要
素
⑤
）、

全
体
を
通
し
て
安
定
感
に
欠
け
て
い
た
。
ま
た
、
そ
れ
以
降
の
、
矢
印
部
c
の
位
置
も
、
213
・
215
で
は
高
く
（
要
素
⑥
）、
81
・
128
・
231
で
は
低

く
（
要
素
⑦
）、
伊
予
切
で
は
不
安
定
で
あ
っ
た
。
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に
よ
り
紙
面
上
、
ぴ
た
り
と
支
配
さ
れ
た
観
を
呈
し
て
お
り
、
矢
印
部
ｆ
・
ｇ

の
空
間
的
美
し
さ
も
際
立
っ
て
い
た
。

■
伊
予
切「
タ
イ
プ
⑵
」、及
び
粘
葉
本「
タ
イ
プ
⑵
⑷
⑸
」に
お
け
る
縦
画（
最
終
画
）に
つ
い
て 

 

伊
予
切
点
線
部
ｈ

で
は
、
筆
圧
を
か
け
る
こ
と
に
終
始
し
て
い
る
か

の
ご
と
く
、
穂
先
が
開
い
た
状
態
の
ま
ま
下
方
へ
向
け
て
筆
が
運
ば
れ
て

い
た
（

要
素
⑧
）。
当
該
箇
所
は
、
伊
予
切
で
は
い
ず
れ
に
お
い
て
も
平

板
で
、
粘
葉
本
の
線
質
に
存
し
て
い
た
抑
揚
・
緊
張
感
は
伊
予
切
に
は
殆

ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

「
撥
ね
」（

矢
印
部
ｉ

）
に
お
い
て
も
両
本
で
は
相
違
し
て
い
た
。

伊
予
切
で
は
、
い
ず
れ
の
事
例
に
お
い
て
も
穂
先
の
食
い
込
み
が
甘

く
、
ま
た
、
撥
ね
る
方
向
も
一
定
せ
ず
、
安
定
性
・
美
感
を
欠
く
も
の
で

あ
っ
た
（

要
素
⑨
）
。

如
上
の
要
素
も
粘
葉
本
に
は
見
当
た
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
粘
葉
本

で
は
、「
中
程
（

矢
印
部
ｊ

）
あ
た
り
で
一
瞬
、
僅
か
乍
ら
、
穂
先
が
引
き

上
げ
ら
れ
た
後
、
徐
々
に
圧
が
か
け
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
そ
の
後
、
若

干
、
引
き
上
げ
ら
れ
た
後
に
撥
ね
る
」
と
い
う
、
微
妙
な
筆
圧
の
変
化
を

然
な
運
筆
で
あ
っ
た
が
、
矢
印
部
ｃ

等
で
は
穂
先
が
滑
っ
た
感
が
あ
り
、

そ
の
結
果
、
矢
印
部
ｃ

と
ｄ

の
間
の
線
質
が
平
板
な
も
の
と
な
っ
た

（

要
素
②
）
。

ま
た
、
（

矢
印
部
ｄ

に
お
け
る
穂
先
の
バ
ネ
が
活
か
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
因
る

も
の
と
思
わ
れ
る
が
）
、
矢
印
部
ｄ

と
ｅ

の
間
の
筆
致
に
注
目
す
る
と
、
伊

予
切
215
・
231
等
で
は
技
術
的
な
面
に
お
き
、
精
細
さ
に
欠
け
て
い
た

（

要
素
③
）
。

　
　
　

さ
ら
に
、
矢
印
部
ｆ

の
部
分（
余
白
）
に
お
い
て
も
両
本
で
は
相
違
し
て
い

た
。 

伊
予
切
230
は
広
く（

要
素
④
）
、
ま
た
、
231
は
狭
く（

要
素
⑤
）
、
全
体

を
通
し
て
安
定
感
に
欠
け
て
い
た
。ま
た
、そ
れ
以
降
の
、
矢
印
部
ｃ

の
位
置

も
、
213
・
215
で
は
高
く
（

要
素
⑥
）
、 

81
・
128
・
231
で
は
低
く
（

要
素
⑦
）
、

伊
予
切
で
は
不
安
定
で
あ
っ
た
。

如
上
の

要
素
の
ご
と
き
未
熟
さ
は
粘
葉
本
に
は
見
当
た
ら
な
か
っ

た
。
粘
葉
本
で
は
、
点
線
部
a

は
い
ず
れ
の
事
例
に
お
い
て
も
穂
先
の

バ
ネ
が
活
か
さ
れ
た
弾
力
性
の
あ
る
線
質
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
点
線
部
a

230

45

213
205

81

67

231

164

bf

d

d

e

i

g

a

c

c

c

a

h

b

f

要
素
①
タ
イ
プ
⑴

要
素
②
タ
イ
プ
⑴

要
素
③
⑤
タ
イ
プ
⑴

伊
予
切

伊
予
切

 

伊
予
切

 

　
　

   

タ
イ
プ
⑴

要
素
⑧
⑨
タ
イ
プ
⑵

要
素
④
タ
イ
プ
⑴

要
素
⑥
タ
イ
プ
⑴

要
素
⑦
タ
イ
プ
⑴

伊
予
切

 

伊
予
切

 

伊
予
切

 

粘
葉
本

伊
予
切

如
上
の
要
素
の
ご
と
き
未
熟
さ
は
粘
葉
本
に
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
粘
葉
本
で
は
、
点
線
部
a
は
い
ず
れ
の
事
例
に
お
い
て
も
穂
先
の
バ

ネ
が
活
か
さ
れ
た
弾
力
性
の
あ
る
線
質
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
点
線
部
a
に
よ
り
紙
面
上
、
ぴ
た
り
と
支
配
さ
れ
た
観
を
呈
し
て
お
り
、

矢
印
部
f
・
g     

の
空
間
的
美
し
さ
も
際
立
っ
て
い
た
。
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り
、
矢
印
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ｆ
・
ｇ

の
空
間
的
美
し
さ
も
際
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っ
て
い
た
。

■
伊
予
切「
タ
イ
プ
⑵
」、及
び
粘
葉
本「
タ
イ
プ
⑵
⑷
⑸
」に
お
け
る
縦
画（
最
終
画
）に
つ
い
て 

 

伊
予
切
点
線
部
ｈ

で
は
、
筆
圧
を
か
け
る
こ
と
に
終
始
し
て
い
る
か

の
ご
と
く
、
穂
先
が
開
い
た
状
態
の
ま
ま
下
方
へ
向
け
て
筆
が
運
ば
れ
て

い
た
（

要
素
⑧
）。
当
該
箇
所
は
、
伊
予
切
で
は
い
ず
れ
に
お
い
て
も
平

板
で
、
粘
葉
本
の
線
質
に
存
し
て
い
た
抑
揚
・
緊
張
感
は
伊
予
切
に
は
殆

ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

「
撥
ね
」（

矢
印
部
ｉ

）
に
お
い
て
も
両
本
で
は
相
違
し
て
い
た
。

伊
予
切
で
は
、
い
ず
れ
の
事
例
に
お
い
て
も
穂
先
の
食
い
込
み
が
甘

く
、
ま
た
、
撥
ね
る
方
向
も
一
定
せ
ず
、
安
定
性
・
美
感
を
欠
く
も
の
で

あ
っ
た
（

要
素
⑨
）
。

如
上
の
要
素
も
粘
葉
本
に
は
見
当
た
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
粘
葉
本

で
は
、「
中
程
（

矢
印
部
ｊ

）
あ
た
り
で
一
瞬
、
僅
か
乍
ら
、
穂
先
が
引
き

上
げ
ら
れ
た
後
、
徐
々
に
圧
が
か
け
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
そ
の
後
、
若

干
、
引
き
上
げ
ら
れ
た
後
に
撥
ね
る
」
と
い
う
、
微
妙
な
筆
圧
の
変
化
を

然
な
運
筆
で
あ
っ
た
が
、
矢
印
部
ｃ

等
で
は
穂
先
が
滑
っ
た
感
が
あ
り
、

そ
の
結
果
、
矢
印
部
ｃ

と
ｄ

の
間
の
線
質
が
平
板
な
も
の
と
な
っ
た

（

要
素
②
）
。

ま
た
、
（

矢
印
部
ｄ

に
お
け
る
穂
先
の
バ
ネ
が
活
か
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
因
る

も
の
と
思
わ
れ
る
が
）
、
矢
印
部
ｄ

と
ｅ

の
間
の
筆
致
に
注
目
す
る
と
、
伊

予
切
215
・
231
等
で
は
技
術
的
な
面
に
お
き
、
精
細
さ
に
欠
け
て
い
た

（

要
素
③
）
。

　
　
　

さ
ら
に
、
矢
印
部
ｆ

の
部
分（
余
白
）
に
お
い
て
も
両
本
で
は
相
違
し
て
い

た
。 

伊
予
切
230
は
広
く（

要
素
④
）
、
ま
た
、
231
は
狭
く（

要
素
⑤
）
、
全
体

を
通
し
て
安
定
感
に
欠
け
て
い
た
。ま
た
、そ
れ
以
降
の
、
矢
印
部
ｃ

の
位
置

も
、
213
・
215
で
は
高
く
（

要
素
⑥
）
、 

81
・
128
・
231
で
は
低
く
（

要
素
⑦
）
、

伊
予
切
で
は
不
安
定
で
あ
っ
た
。

如
上
の

要
素
の
ご
と
き
未
熟
さ
は
粘
葉
本
に
は
見
当
た
ら
な
か
っ

た
。
粘
葉
本
で
は
、
点
線
部
a

は
い
ず
れ
の
事
例
に
お
い
て
も
穂
先
の

バ
ネ
が
活
か
さ
れ
た
弾
力
性
の
あ
る
線
質
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
点
線
部
a

230

45

213
205

81

67

231

164

bf

d

d

e

i

g

a

c

c

c

a

h

b

f

要
素
①
タ
イ
プ
⑴

要
素
②
タ
イ
プ
⑴

要
素
③
⑤
タ
イ
プ
⑴

伊
予
切

伊
予
切

 

伊
予
切

 

　
　

   

タ
イ
プ
⑴

要
素
⑧
⑨
タ
イ
プ
⑵

要
素
④
タ
イ
プ
⑴

要
素
⑥
タ
イ
プ
⑴

要
素
⑦
タ
イ
プ
⑴

伊
予
切

 

伊
予
切

 

伊
予
切

 

粘
葉
本

伊
予
切

■
伊
予
切
「
タ
イ
プ
⑵
」、
及
び
粘
葉
本
「
タ
イ
プ
⑵
⑷
⑸
」
に
お
け
る
縦
画
（
最
終
画
）
に
つ
い
て

伊
予
切
点
線
部
h
で
は
、
筆
圧
を
か
け
る
こ
と
に
終
始
し
て
い
る
か
の
ご
と
く
、
穂
先
が
開
い
た
状
態
の
ま
ま
下
方
へ
向
け
て
筆
が
運
ば
れ

て
い
た
（
要
素
⑧
）。
当
該
箇
所
は
、
伊
予
切
で
は
い
ず
れ
に
お
い
て
も
平
板
で
、
粘
葉
本
の
線
質
に
存
し
て
い
た
抑
揚
・
緊
張
感
は
伊
予
切
に

は
殆
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
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「
撥
ね
」（
矢
印
部
i
）
に
お
い
て
も
両
本
で
は
相
違
し
て
い
た
。

伊
予
切
で
は
い
ず
れ
の
事
例
に
お
い
て
も
穂
先
の
食
い
込
み
が
甘
く
、
ま
た
、
撥
ね
る
方
向
も
一
定
せ
ず
、
安
定
性
・
美
感
を
欠
い
て
い
る

（
要
素
⑨
）。
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、
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空
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も
際
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び
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タ
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プ
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お
け
る
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画（
最
終
画
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つ
い
て 

 

伊
予
切
点
線
部
ｈ

で
は
、
筆
圧
を
か
け
る
こ
と
に
終
始
し
て
い
る
か

の
ご
と
く
、
穂
先
が
開
い
た
状
態
の
ま
ま
下
方
へ
向
け
て
筆
が
運
ば
れ
て

い
た
（

要
素
⑧
）。
当
該
箇
所
は
、
伊
予
切
で
は
い
ず
れ
に
お
い
て
も
平

板
で
、
粘
葉
本
の
線
質
に
存
し
て
い
た
抑
揚
・
緊
張
感
は
伊
予
切
に
は
殆

ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

「
撥
ね
」（

矢
印
部
ｉ

）
に
お
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て
も
両
本
で
は
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違
し
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い
た
。

伊
予
切
で
は
、
い
ず
れ
の
事
例
に
お
い
て
も
穂
先
の
食
い
込
み
が
甘

く
、
ま
た
、
撥
ね
る
方
向
も
一
定
せ
ず
、
安
定
性
・
美
感
を
欠
く
も
の
で

あ
っ
た
（

要
素
⑨
）
。

如
上
の
要
素
も
粘
葉
本
に
は
見
当
た
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
粘
葉
本

で
は
、「
中
程
（

矢
印
部
ｊ

）
あ
た
り
で
一
瞬
、
僅
か
乍
ら
、
穂
先
が
引
き

上
げ
ら
れ
た
後
、
徐
々
に
圧
が
か
け
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
そ
の
後
、
若

干
、
引
き
上
げ
ら
れ
た
後
に
撥
ね
る
」
と
い
う
、
微
妙
な
筆
圧
の
変
化
を

然
な
運
筆
で
あ
っ
た
が
、
矢
印
部
ｃ

等
で
は
穂
先
が
滑
っ
た
感
が
あ
り
、

そ
の
結
果
、
矢
印
部
ｃ

と
ｄ

の
間
の
線
質
が
平
板
な
も
の
と
な
っ
た

（

要
素
②
）
。

ま
た
、
（

矢
印
部
ｄ

に
お
け
る
穂
先
の
バ
ネ
が
活
か
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
因
る

も
の
と
思
わ
れ
る
が
）
、
矢
印
部
ｄ

と
ｅ

の
間
の
筆
致
に
注
目
す
る
と
、
伊

予
切
215
・
231
等
で
は
技
術
的
な
面
に
お
き
、
精
細
さ
に
欠
け
て
い
た

（

要
素
③
）
。

　
　
　

さ
ら
に
、
矢
印
部
ｆ

の
部
分（
余
白
）
に
お
い
て
も
両
本
で
は
相
違
し
て
い

た
。 

伊
予
切
230
は
広
く（

要
素
④
）
、
ま
た
、
231
は
狭
く（

要
素
⑤
）
、
全
体

を
通
し
て
安
定
感
に
欠
け
て
い
た
。ま
た
、そ
れ
以
降
の
、
矢
印
部
ｃ

の
位
置

も
、
213
・
215
で
は
高
く
（

要
素
⑥
）
、 

81
・
128
・
231
で
は
低
く
（

要
素
⑦
）
、

伊
予
切
で
は
不
安
定
で
あ
っ
た
。

如
上
の

要
素
の
ご
と
き
未
熟
さ
は
粘
葉
本
に
は
見
当
た
ら
な
か
っ

た
。
粘
葉
本
で
は
、
点
線
部
a

は
い
ず
れ
の
事
例
に
お
い
て
も
穂
先
の

バ
ネ
が
活
か
さ
れ
た
弾
力
性
の
あ
る
線
質
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
点
線
部
a

230

45

213
205

81

67

231

164

bf

d

d

e

i

g

a

c

c

c

a

h

b

f

要
素
①
タ
イ
プ
⑴

要
素
②
タ
イ
プ
⑴

要
素
③
⑤
タ
イ
プ
⑴

伊
予
切

伊
予
切

 

伊
予
切

 

　
　

   

タ
イ
プ
⑴

要
素
⑧
⑨
タ
イ
プ
⑵

要
素
④
タ
イ
プ
⑴

要
素
⑥
タ
イ
プ
⑴

要
素
⑦
タ
イ
プ
⑴

伊
予
切

 

伊
予
切

 

伊
予
切

 

粘
葉
本

伊
予
切

如
上
の
要
素
も
粘
葉
本
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
粘
葉
本
で
は
、「
中
程
（
矢
印
部
j
）
あ
た
り
で
一
瞬
、
僅
か
乍
ら
、
穂
先
が
引
き
上
げ
ら
れ

た
後
、
徐
々
に
圧
が
か
け
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
そ
の
後
、
若
干
、
引
き
上
げ
ら
れ
た
後
に
撥
ね
る
」
と
い
う
、
微
妙
な
筆
圧
の
変
化
を
伴
っ
た
、

し
な
や
か
で
、
か
つ
、
の
び
や
か
な
表
現
で
あ
っ
た
。

粘
葉
本
で
は
、
撥
ね
の
部
分
に
お
い
て
も
穂
先
の
バ
ネ
の
働
き
が
看
取
さ
れ
、
撥
ね
方
・
撥
ね
る
方
向
に
お
い
て
も
安
定
的
で
、
そ
こ
に
は
規

範
的
と
も
言
え
る
美
し
さ
が
認
め
ら
れ
た
。

463

213

j

j

45
j

プ
イ
タ

⑵

プ
イ
タ

⑷

プ
イ
タ

⑸

本
葉
粘

な
お
、
他
の
漢
字
に
お
い
て
も
、
如
上
の
要
素
に
通
じ
る
と
思
し
き
事
例
は
い
く
つ
か
指
摘
し
得
る
。

■
「
タ
イ
プ
⑴
」
点
線
部
a
、
及
び
矢
印
部
b
・
c
・
d
・
e
・

■
伊
予
切
「
タ
イ
プ
⑵
」、
及
び
粘
葉
本
「
タ
イ
プ
⑵
⑷
⑸
」
に
お
け
る
縦
画

の
項
目
に
お
い
て
指
摘
し
た
要
素
①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
、
要
素
⑧
⑨
に
そ
れ
ぞ
れ
通
じ
る
か
と
思
し
き
要
素
を
有
す
る
漢
字
に
は
「
露
」・「
落
」・

「
柳
」・「
岸
」・「
来
」・「
中
」
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
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次
に
、
仮
名
文
字
「
者
」
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。
両
本
に
存
す
る
「
者
」
を
前
項
同
様
、
タ
イ
プ
別
に
挙
げ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

【
事
例
Ｋ
】
者

 
タ
イ
プ
⑴

Ⓐ

ⒷⒸⒹ

abcd

◆

本
葉
粘

124（

例
一

）

◆

切
予
伊

（
29
）

3
②（
例
十

）

◆

本
葉
粘

31（

例
五

）

◆

切
予
伊

85（

例
十

）

◆

本
葉
粘

44（

例
二
十
三

）

◆

切
予
伊

77
①（

例
五

）

◆

本
葉
粘

229
①（

例
二

）

◆

切
予
伊

149（

例
十

）

◆

本
葉
粘

7（

例
四
十
二

）

◆

切
予
伊

56
①（

例
四
十
二

）
◆

本
葉
粘

8
②（

例
一

）

◆

本
葉
粘

3
①（

例
二

）

 

タ
イ
プ
⑵

 

タ
イ
プ
⑶

Ⓐ

ⒷⒸⒹ

abcd

◆

本
葉
粘

124（

例
一

）

◆

切
予
伊

（
29
）

3
②（
例
十

）

◆

本
葉
粘

31（

例
五

）

◆

切
予
伊

85（

例
十

）

◆

本
葉
粘

44（

例
二
十
三

）

◆

切
予
伊

77
①（

例
五

）

◆

本
葉
粘

229
①（

例
二

）

◆

切
予
伊

149（

例
十

）

◆

本
葉
粘

7（

例
四
十
二

）

◆

切
予
伊

56
①（

例
四
十
二

）
◆

本
葉
粘

8
②（

例
一

）

◆

本
葉
粘

3
①（

例
二

）

 

タ
イ
プ
⑷

Ⓐ

ⒷⒸⒹ

abcd

◆

本
葉
粘

124（

例
一

）

◆

切
予
伊

（
29
）

3
②（
例
十

）

◆

本
葉
粘

31（

例
五

）

◆

切
予
伊

85（

例
十

）

◆

本
葉
粘

44（

例
二
十
三

）

◆

切
予
伊

77
①（

例
五

）

◆

本
葉
粘

229
①（

例
二

）

◆

切
予
伊

149（

例
十

）

◆

本
葉
粘

7（

例
四
十
二

）

◆

切
予
伊

56
①（

例
四
十
二

）
◆

本
葉
粘

8
②（

例
一

）

◆

本
葉
粘

3
①（

例
二

）

右
掲
で
は
、
ま
ず
、
連
綿
）
33
（

に
注
目
し
て
分
類
し
た
。
い
わ
ゆ
る
「
形
連
」
と
は
見
做
し
得
な
い
（
実
線
に
よ
る
連
綿
が
認
め
ら
れ
な
い
）
事
例
を

「
タ
イ
プ
⑴
⑵
」
と
し
、
そ
の
う
ち
、
草
仮
名
と
思
し
き
も
の
を
「
タ
イ
プ
⑴
」
と
し
た
。

「
タ
イ
プ
⑶
〜
⑹
」
で
は
、
矢
印
部
ａ
〜
ｄ
に
注
目
し
、
四
つ
の
タ
イ
プ
に
分
類
し
た
。
矢
印
部
ａ
〜
ｄ
に
お
い
て
、
運
筆
の
際
、
筆
の
穂
先

の
動
き
が
一
瞬
、
停
止
さ
れ
た
後
、
僅
か
乍
ら
、
方
向
が
変
え
ら
れ
て
い
る
も
の
と
、
そ
の
他
（
当
該
箇
所
に
お
い
て
殆
ど
穂
先
の
停
止
が
な
さ

れ
て
い
な
い
）
と
に
、
ま
ず
は
二
大
別
し
た
（
前
者
を
「
タ
イ
プ
⑶
」
ま
た
は
「
タ
イ
プ
⑷
」
と
し
、
後
者
を
「
タ
イ
プ
⑸
」
ま
た
は
「
タ
イ
プ
⑹
」

Ⓐ

ⒷⒸⒹ

abcd

◆

本
葉
粘

124（

例
一

）

◆

切
予
伊

（
29
）

3
②（
例
十

）

◆

本
葉
粘

31（

例
五

）

◆

切
予
伊

85（

例
十

）

◆

本
葉
粘

44（

例
二
十
三

）

◆

切
予
伊

77
①（

例
五

）

◆

本
葉
粘

229
①（

例
二

）

◆

切
予
伊

149（

例
十

）

◆

本
葉
粘

7（

例
四
十
二

）

◆

切
予
伊

56
①（

例
四
十
二

）
◆

本
葉
粘

8
②（

例
一

）

◆

本
葉
粘

3
①（

例
二

）

（
31
）

  

タ
イ
プ
⑸

Ⓐ

ⒷⒸⒹ

abcd

◆

本
葉
粘

124（

例
一

）

◆

切
予
伊

（
29
）

3
②（
例
十

）

◆

本
葉
粘

31（

例
五

）

◆

切
予
伊

85（

例
十

）

◆

本
葉
粘

44（

例
二
十
三

）

◆

切
予
伊

77
①（

例
五

）

◆

本
葉
粘

229
①（

例
二

）

◆

切
予
伊

149（

例
十

）

◆

本
葉
粘

7（

例
四
十
二

）

◆

切
予
伊

56
①（

例
四
十
二

）
◆

本
葉
粘

8
②（

例
一

）

◆

本
葉
粘

3
①（

例
二

）

  

タ
イ
プ
⑹

Ⓐ

ⒷⒸⒹ

abcd

◆

本
葉
粘

124（

例
一

）

◆

切
予
伊

（
29
）

3
②（
例
十

）

◆

本
葉
粘

31（

例
五

）

◆

切
予
伊

85（

例
十

）

◆

本
葉
粘

44（

例
二
十
三

）

◆

切
予
伊

77
①（

例
五

）

◆

本
葉
粘

229
①（

例
二

）

◆

切
予
伊

149（

例
十

）

◆

本
葉
粘

7（

例
四
十
二

）

◆

切
予
伊

56
①（

例
四
十
二

）
◆

本
葉
粘

8
②（

例
一

）

◆

本
葉
粘

3
①（

例
二

）

  

そ
の
他
）
32
（

Ⓐ

ⒷⒸⒹ

abcd

◆

本
葉
粘

124（

例
一

）

◆

切
予
伊

（
29
）

3
②（
例
十

）

◆

本
葉
粘

31（

例
五

）

◆

切
予
伊

85（

例
十

）

◆

本
葉
粘

44（

例
二
十
三

）

◆

切
予
伊

77
①（

例
五

）

◆

本
葉
粘

229
①（

例
二

）

◆

切
予
伊

149（

例
十

）

◆

本
葉
粘

7（

例
四
十
二

）

◆

切
予
伊

56
①（

例
四
十
二

）
◆

本
葉
粘

8
②（

例
一

）

◆

本
葉
粘

3
①（

例
二

）
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と
し
た
。）。

さ
ら
に
、
そ
れ
ら
を
、
矢
印
部
Ⓐ
〜
Ⓓ
に
注
目
し
、
二
大
別
し
た
。
す
な
わ
ち
、
当
該
箇
所
に
お
い
て
、
弧
を
描
く
か
の
ご
と
く
（「
つ
」
の

ご
と
く
）
運
筆
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
（
矢
印
部
Ⓐ
・
Ⓒ
）
と
、
一
瞬
、
停
止
さ
れ
た
後
、
左
下
の
方
向
へ
向
け
て
連
綿
が
な
さ
れ
て
い
る
（
そ
の

連
綿
線
は
直
線
的
で
は
な
い
も
の
の
、「
孤
を
描
く
か
の
ご
と
き
」
曲
線
的
と
も
言
い
難
い
）
ケ
ー
ス
（
矢
印
部
Ⓑ
・
Ⓓ
）
と
に
区
別
し
た
（
前
者

を
「
タ
イ
プ
⑶
」
ま
た
は
「
タ
イ
プ
⑸
」
と
し
、
後
者
を
「
タ
イ
プ
⑷
」
ま
た
は
「
タ
イ
プ
⑹
」
と
し
た
。）。

伊
予
切
で
は
「
タ
イ
プ
⑹
」
が
優
勢
で
あ
っ
た
が
、粘
葉
本
で
は
「
タ
イ
プ
⑹
」
は
少
な
く
、「
タ
イ
プ
⑶
」
と
「
タ
イ
プ
⑷
」
と
が
拮
抗
し
て
い
た
。

そ
れ
に
対
し
て
、
伊
予
切
に
は
こ
の
両
タ
イ
プ
は
十
例
し
か
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
粘
葉
本
に
比
し
て
伊
予
切
で
は
、
進
行
方
向
の
変
更
回
数
の
多

い
方
（「
タ
イ
プ
⑶
」・「
タ
イ
プ
⑷
」
）
が
そ
れ
ぞ
れ
劣
勢
で
あ
り
、
シ
ン
プ
ル
な
方
（「
タ
イ
プ
⑹
」
）
が
優
勢
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
両
本
間

に
は
用
字
に
お
け
る
違
い
が
看
取
さ
れ
た
。

次
に
、
書
に
つ
い
て
述
べ
る
。

前
項
同
様
、
伊
予
切
で
は
、
以
下
の
通
り
、
不
自
然
に
思
わ
れ
る
要
素
が
い
く
つ
か
見
受
け
ら
れ
た
。

■
「
タ
イ
プ
⑶
」
矢
印
部
㋐
・
㋑
・
㋒
・
Ⓐ
に
つ
い
て

伊
予
切
矢
印
部
㋐
で
は
穂
先
が
滑
っ
て
い
る
か
の
ご
と
く
感
じ
ら
れ
た
（
要
素
⑩
）。
ま
た
、
そ
の
後
の
運
筆
の
方
向
が
変
わ
る
辺
り

（
矢
印
部
Ⓐ
の
近
辺
）
に
お
け
る
筆
遣
い
に
つ
い
て
も
伊
予
切
で
は
「
穂
先
の
食
い
込
み
」
が
甘
く
、
そ
れ
以
降
も
平
板
な
線
質
で
あ
っ
た

（
要
素
⑪
）。

矢
印
部
㋒
の
余
白
に
注
目
す
る
と
、
粘
葉
本
の
ご
と
き
広
が
り
は
伊
予
切
に
は
な
く
、
ど
こ
と
な
く
貧
弱
に
感
じ
ら
れ
た
（
要
素
⑫
）。
ま
た
、

伊
予
切
3
①
・
8
・
149
①
等
で
は
、
次
に
位
置
す
る
文
字
「
る
」
の
お
さ
ま
り
ど
こ
ろ
を
決
め
か
ね
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
た
（
要
素
⑬
）。
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149

㋒

Ⓐ㋐

⑬
⑫
⑪
⑩
素
要

プ
イ
タ

⑶

切
予
伊

一
方
、
粘
葉
本
矢
印
部
㋐
で
は
、
穂
先
が
紙
面
に
沈
め
ら
れ
、
そ
し
て
矢
印
部
㋑
の
辺
り
に
向
け
て
わ
ず
か
な
が
ら
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
た
。

若
干
、引
き
上
げ
ら
れ
な
が
ら
も
穂
先
は
食
い
込
ん
だ
状
態
の
ま
ま
、
ゆ
っ
た
り
と
運
筆
さ
れ
て
い
た
。
運
筆
の
方
向
が
変
わ
る
辺
り
（
矢
印
部
Ⓐ

の
近
辺
）
に
は
、
き
り
り
と
し
た
緊
張
感
が
漲
っ
て
お
り
、
凛
と
し
た
線
質
の
中
に
、
息
が
通
っ
た
独
特
の
律
動
が
感
受
さ
れ
た
。

粘
葉
本
「
タ
イ
プ
⑶
」
に
は
当
該
文
字
の
下
に
「
る
」
が
存
す
る
ケ
ー
ス
が
散
見
さ
れ
た
。
7
・
8
①
・
28
・
36
・
73
①
・
74
・
77
①
・
79
・

86
・
111
・
132
・
143
・
149
①
・
183
等
の
、
矢
印
部
㋑
の
辺
り
か
ら
当
該
文
字
の
下
に
位
置
す
る
「
る
」
へ
向
か
う
連
綿
線
の
距
離
に
つ
い
て
、
伊
予

切
よ
り
粘
葉
本
の
方
が
長
く
感
じ
ら
れ
た
。

ま
た
、
粘
葉
本
で
は
、
矢
印
部
㋐
以
降
の
墨
跡
に
よ
り
、
豊
か
な
空
間
（
矢
印
部
㋒
）
が
創
出
さ
れ
、
次
に
位
置
す
る
文
字
も
美
し
く
収
め
ら

れ
て
い
た
。

12

■「
タ
イ
プ
⑶
」矢
印
部
㋐
・
㋑
・
㋒
・
Ⓐ
・
■「
タ
イ
プ
⑷
⑹
」矢
印
部
Ⓑ
・
Ⓓ
、
及
び

点
線
部
㋓
・
㋔
の
項
目
に
お
い
て
指
摘
し
た

要
素
⑩
⑪
⑫
⑬
、
要
素
⑭
⑮
⑯

に
そ
れ
ぞ
れ
通
じ
る
か
と
思
し
き
要
素
を
有
す
る
仮
名
に
は
「
ち
」、

「
せ
」・「
世
」
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

以
上
、
用
字
の
面
に
つ
い
て
は
、
両
本
間
に
共
通
性
は
看
取
さ
れ
た
も

の
の
、
多
用
さ
れ
た
も
の
に
は
違
い
が
あ
り
、
そ
れ
に
加
え
、
粘
葉
本
の

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。
次
に
、
書
の
面
に
お
い
て
は
、

伊
予
切
か
ら
は
ぎ
こ
ち
な
さ
や
弱
々
し
さ
が
感
じ
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
直

線
的
・
曲
線
的
部
分
の
み
な
ら
ず
、
運
筆
上
、
進
行
方
向
が
変
更
さ
れ
た

辺
り
（
転
折
箇
所
の
辺
り
）
に
お
い
て
目
立
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、一
文
字
中
、

あ
る
部
分
を
書
き
終
え
た
後
、
次
に
穂
先
が
向
か
う
際
、
そ
の
次
の
位
置

が
今
一
つ
定
ま
ら
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
バ
ラ
ン
ス
を
失
し
て
い
る
と
思

し
き
文
字
も
存
し
て
い
た
。

一
方
、
粘
葉
本
で
は
、
微
妙
な
筆
圧
の
加
減
に
よ
り
実
現
し
得
た
弾
力

性
と
深
み
の
あ
る
線
に
よ
り
、
精
緻
さ
、
沈
着
さ
と
と
も
に
し
な
や
か
さ
、

伸
び
や
か
さ
が
表
現
さ
れ
て
い
た
。
一
文
字
内
の
空
間
的
広
が
り
と
、
紙

面
上
、
ぴ
た
り
と
支
配
さ
れ
た
定
位
感
と
が
際
立
っ
て
い
た
が
、
そ
こ
に

見
ら
れ
る
美
し
さ
に
は
普
遍
妥
当
性
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

■
「
タ
イ
プ
⑷
⑹
」
矢
印
部
Ⓑ
・
Ⓓ
、
及
び
点
線
部
㋓
・
㋔
に
つ
い
て

伊
予
切
矢
印
部
Ⓑ
・
Ⓓ
の
中
に
は
、「
タ
イ
プ
⑷
」
3
③
・
85
・
232
、「
タ

イ
プ
⑹
」
16
②
・
28
①
・
44
の
ご
と
く
、
重
く
ぎ
こ
ち
な
い
も
の（
要
素
⑭
）

や
、「
タ
イ
プ
⑷
」
3
③
・
100
・
111
・
228
・
232
、「
タ
イ
プ
⑹
」
16
①
・
16
②
・

28
①
・
44
・
56
①
の
ご
と
く
、
穂
先
が
浮
い
て
し
ま
っ
た
か
の
ご
と
き
不

安
定
な
も
の
（
要
素
⑮
）
も
存
し
て
い
た
。

ま
た
、「
タ
イ
プ
⑷
」
85
・
100
・
111
・
139
・
232
、
タ
イ
プ
⑹
16
①
・
16
②
・

26
①
・
26
②
・
28
①
・
37
・
44
・
56
①
・
58
・
62
②
・
72
・
77
②
・
124
・

143
・
183
の
伊
予
切
点
線
部
㋓
・
㋔
で
は
、
書
写
者
が
筆
圧
を
か
け
る
こ
と

に
終
始
し
た
か
の
ご
と
き
、
単
調
で
、
平
板
な
線
質
で
あ
っ
た
（
要
素
⑯
）。

一
方
、
粘
葉
本
矢
印
部
Ⓑ
で
は
、
穂
先
が
食
い
込
ん
で
い
た
が
、
そ

れ
は
、
殊
に
、
粘
葉
本
「
タ
イ
プ
⑷
」
17
・
26
①
・
26
②
・
44
・
49
①
・

56
②
・
57
①
・
62
①
・
85
・
101
・
110
・
142
①
・
142
②
・
146
・
149
②
・
165
・

173
・
174
・
203
・
207
②
・
228
・
232
等
の
、
点
線
部
㋓
の
ご
と
き
反
り
方
で
あ

る
場
合
に
顕
著
に
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
粘
葉
本
の
点
線
部
㋓
・
㋔
の
線

質
に
は
緊
張
感
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
抑
揚
も
感
じ
ら
れ
た
が
、
そ
れ
ら
の

要
素
も
伊
予
切
に
は
見
当
た
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

85

44

56
①

8
②

㋓

㋓

㋔

㋔

Ⓑ

Ⓑ

Ⓓ

Ⓓ

7

㋒

㋑

Ⓐ㋐

要
素
⑭
⑯
タ
イ
プ
⑷

要
素
⑮
⑯
タ
イ
プ
⑹

伊
予
切 

タ
イ
プ
⑷

タ
イ
プ
⑹

粘
葉
本 

タ
イ
プ
⑶

粘
葉
本 

■
「
タ
イ
プ
⑷
⑹
」
矢
印
部
Ⓑ
・
Ⓓ
、
及
び
点
線
部
㋓
・
㋔
に
つ
い
て

伊
予
切
矢
印
部
Ⓑ
・
Ⓓ
の
中
に
は
、「
タ
イ
プ
⑷
」
3
③
・
85
・
232
、「
タ
イ
プ
⑹
」
16
②
・
28
①
・
44
の
ご
と
く
、
重
く
ぎ
こ
ち
な
い
も
の

（
要
素
⑭
）
や
、「
タ
イ
プ
⑷
」
3
③
・
100
・
111
・
228
・
232
、「
タ
イ
プ
⑹
」
16
①
・
16
②
・
28
①
・
44
・
56
①
の
ご
と
く
、
穂
先
が
浮
い
て
し
ま
っ
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た
か
の
ご
と
き
不
安
定
な
も
の
（
要
素
⑮
）
も
存
し
て
い
た
。

ま
た
、「
タ
イ
プ
⑷
」
85
・
100
・
111
・
139
・
232
、
タ
イ
プ
⑹
16
①
・
16
②
・
26
①
・
26
②
・
28
①
・
37
・
44
・
56
①
・
58
・
62
②
・
72
・
77
②
・

124
・
143
・
183
の
伊
予
切
点
線
部
㋓
・
㋔
で
は
、
書
写
者
が
筆
圧
を
か
け
る
こ
と
に
終
始
し
た
か
の
ご
と
き
、
単
調
で
、
平
板
な
線
質
で
あ
っ
た

（
要
素
⑯
）。

12

■「
タ
イ
プ
⑶
」矢
印
部
㋐
・
㋑
・
㋒
・
Ⓐ
・
■「
タ
イ
プ
⑷
⑹
」矢
印
部
Ⓑ
・
Ⓓ
、
及
び

点
線
部
㋓
・
㋔
の
項
目
に
お
い
て
指
摘
し
た

要
素
⑩
⑪
⑫
⑬
、
要
素
⑭
⑮
⑯

に
そ
れ
ぞ
れ
通
じ
る
か
と
思
し
き
要
素
を
有
す
る
仮
名
に
は
「
ち
」、

「
せ
」・「
世
」
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

以
上
、
用
字
の
面
に
つ
い
て
は
、
両
本
間
に
共
通
性
は
看
取
さ
れ
た
も

の
の
、
多
用
さ
れ
た
も
の
に
は
違
い
が
あ
り
、
そ
れ
に
加
え
、
粘
葉
本
の

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。
次
に
、
書
の
面
に
お
い
て
は
、

伊
予
切
か
ら
は
ぎ
こ
ち
な
さ
や
弱
々
し
さ
が
感
じ
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
直

線
的
・
曲
線
的
部
分
の
み
な
ら
ず
、
運
筆
上
、
進
行
方
向
が
変
更
さ
れ
た

辺
り
（
転
折
箇
所
の
辺
り
）
に
お
い
て
目
立
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、一
文
字
中
、

あ
る
部
分
を
書
き
終
え
た
後
、
次
に
穂
先
が
向
か
う
際
、
そ
の
次
の
位
置

が
今
一
つ
定
ま
ら
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
バ
ラ
ン
ス
を
失
し
て
い
る
と
思

し
き
文
字
も
存
し
て
い
た
。

一
方
、
粘
葉
本
で
は
、
微
妙
な
筆
圧
の
加
減
に
よ
り
実
現
し
得
た
弾
力

性
と
深
み
の
あ
る
線
に
よ
り
、
精
緻
さ
、
沈
着
さ
と
と
も
に
し
な
や
か
さ
、

伸
び
や
か
さ
が
表
現
さ
れ
て
い
た
。
一
文
字
内
の
空
間
的
広
が
り
と
、
紙

面
上
、
ぴ
た
り
と
支
配
さ
れ
た
定
位
感
と
が
際
立
っ
て
い
た
が
、
そ
こ
に

見
ら
れ
る
美
し
さ
に
は
普
遍
妥
当
性
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

■
「
タ
イ
プ
⑷
⑹
」
矢
印
部
Ⓑ
・
Ⓓ
、
及
び
点
線
部
㋓
・
㋔
に
つ
い
て

伊
予
切
矢
印
部
Ⓑ
・
Ⓓ
の
中
に
は
、「
タ
イ
プ
⑷
」
3
③
・
85
・
232
、「
タ

イ
プ
⑹
」
16
②
・
28
①
・
44
の
ご
と
く
、
重
く
ぎ
こ
ち
な
い
も
の（
要
素
⑭
）

や
、「
タ
イ
プ
⑷
」
3
③
・
100
・
111
・
228
・
232
、「
タ
イ
プ
⑹
」
16
①
・
16
②
・

28
①
・
44
・
56
①
の
ご
と
く
、
穂
先
が
浮
い
て
し
ま
っ
た
か
の
ご
と
き
不

安
定
な
も
の
（
要
素
⑮
）
も
存
し
て
い
た
。

ま
た
、「
タ
イ
プ
⑷
」
85
・
100
・
111
・
139
・
232
、
タ
イ
プ
⑹
16
①
・
16
②
・

26
①
・
26
②
・
28
①
・
37
・
44
・
56
①
・
58
・
62
②
・
72
・
77
②
・
124
・

143
・
183
の
伊
予
切
点
線
部
㋓
・
㋔
で
は
、
書
写
者
が
筆
圧
を
か
け
る
こ
と

に
終
始
し
た
か
の
ご
と
き
、
単
調
で
、
平
板
な
線
質
で
あ
っ
た
（
要
素
⑯
）。

一
方
、
粘
葉
本
矢
印
部
Ⓑ
で
は
、
穂
先
が
食
い
込
ん
で
い
た
が
、
そ

れ
は
、
殊
に
、
粘
葉
本
「
タ
イ
プ
⑷
」
17
・
26
①
・
26
②
・
44
・
49
①
・

56
②
・
57
①
・
62
①
・
85
・
101
・
110
・
142
①
・
142
②
・
146
・
149
②
・
165
・

173
・
174
・
203
・
207
②
・
228
・
232
等
の
、
点
線
部
㋓
の
ご
と
き
反
り
方
で
あ

る
場
合
に
顕
著
に
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
粘
葉
本
の
点
線
部
㋓
・
㋔
の
線

質
に
は
緊
張
感
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
抑
揚
も
感
じ
ら
れ
た
が
、
そ
れ
ら
の

要
素
も
伊
予
切
に
は
見
当
た
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

85

44

56
①

8
②

㋓

㋓

㋔

㋔

Ⓑ

Ⓑ

Ⓓ

Ⓓ

7

㋒

㋑

Ⓐ㋐

要
素
⑭
⑯
タ
イ
プ
⑷

要
素
⑮
⑯
タ
イ
プ
⑹

伊
予
切 

タ
イ
プ
⑷

タ
イ
プ
⑹

粘
葉
本 

タ
イ
プ
⑶

粘
葉
本 

一
方
、
粘
葉
本
矢
印
部
Ⓑ
で
は
、
穂
先
が
食
い
込
ん
で
い
た
が
、
そ
れ
は
、
殊
に
、
粘
葉
本
「
タ
イ
プ
⑷
」
17
・
26
①
・
26
②
・
44
・
49
①
・

56
②
・
57
①
・
62
①
・
85
・
101
・
110
・
142
①
・
142
②
・
146
・
149
②
・
165
・
173
・
174
・
203
・
228
・
232
等
の
、
点
線
部
㋓
の
ご
と
き
反
り
方
で
あ
る

場
合
に
顕
著
に
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
粘
葉
本
の
点
線
部
㋓
・
㋔
の
線
質
に
は
緊
張
感
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
抑
揚
も
感
じ
ら
れ
た
が
、
そ
れ
ら

の
要
素
も
伊
予
切
に
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

85

44

56
①

8
②

㋓

㋓

㋔

㋔

Ⓑ

Ⓑ

Ⓓ

Ⓓ

7

㋒

㋑

Ⓐ㋐

素
要

⑯
⑭

プ
イ
タ

⑷

素
要

⑯
⑮

プ
イ
タ

⑹

切
予
伊

プ
イ
タ

⑷

プ
イ
タ

⑹

本
葉
粘

プ
イ
タ

⑶

本
葉
粘

■
「
タ
イ
プ
⑶
」
矢
印
部
㋐
・
㋑
・
㋒
・
Ⓐ
・
■
「
タ
イ
プ
⑷
⑹
」
矢
印
部
Ⓑ
・
Ⓓ
、
及
び
点
線
部
㋓
・
㋔
の
項
目
に
お
い
て
指
摘
し
た

要
素
⑩
⑪
⑫
⑬
に
通
じ
る
か
と
思
し
き
要
素
を
有
す
る
仮
名
に
は
「
ち
」
等
が
あ
り
、
要
素
⑭
⑮
⑯
に
通
じ
る
か
と
思
し
き
要
素
を
有
す
る
仮
名

に
は
「
ち
」、「
せ
」・「
世
）
34
（

」
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

以
上
、
用
字
の
面
に
つ
い
て
は
両
本
間
に
共
通
性
が
看
取
さ
れ
た
。
し
か
し
、
多
用
さ
れ
た
も
の
に
は
違
い
が
あ
り
、
そ
れ
に
加
え
、
粘
葉
本
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の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。
次
に
、
書
の
面
に
お
い
て
は
、
伊
予
切
か
ら
は
ぎ
こ
ち
な
さ
や
弱
々
し
さ
が
感
じ
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、

直
線
的
・
曲
線
的
部
分
の
み
な
ら
ず
、
運
筆
上
、
進
行
方
向
が
変
更
さ
れ
た
辺
り
（
転
折
箇
所
の
辺
り
）
に
お
い
て
目
立
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、

一
文
字
中
、
あ
る
部
分
を
書
き
終
え
た
後
、
次
に
穂
先
が
向
か
う
際
、
そ
の
次
の
位
置
が
今
一
つ
定
ま
ら
ず
、
バ
ラ
ン
ス
を
失
し
て
い
る
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
文
字
も
存
し
て
い
た
。

一
方
、
粘
葉
本
で
は
、
微
妙
な
筆
圧
の
加
減
に
よ
り
実
現
し
得
た
弾
力
性
と
深
み
の
あ
る
線
に
よ
り
、
精
緻
さ
、
沈
着
さ
と
と
も
に
し
な
や
か

さ
、
伸
び
や
か
さ
が
表
現
さ
れ
て
い
た
。
一
文
字
内
の
空
間
的
広
が
り
と
、
紙
面
上
、
ぴ
た
り
と
支
配
さ
れ
た
定
位
感
と
が
際
立
っ
て
い
た
が
、

そ
こ
に
見
ら
れ
る
美
し
さ
に
は
普
遍
妥
当
性
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

六

以
上
の
考
察
結
果
を
纏
め
る
と
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

用
字
の
面
に
お
い
て
は
概
言
す
る
と
筆
路
が
ほ
ぼ
同
様
と
判
断
さ
れ
る
文
字
が
多
数
存
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
中
に
は
特
異
な
事
例
も
確
認
さ

れ
た
。
作
品
全
体
に
お
け
る
文
字
数
は
厖
大
で
あ
り
、
ど
の
位
置
に
ど
の
よ
う
な
筆
路
の
文
字
が
存
し
て
い
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
き
、
書
写
者

が
そ
れ
ら
の
全
て
を
記
憶
す
る
こ
と
は
不
可
能
に
近
い
。
よ
っ
て
、
制
作
過
程
に
お
い
て
そ
れ
が
成
さ
れ
る
た
め
の
「
型
」
が
存
し
て
い
た
可
能

性
が
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
書
に
つ
い
て
は
、
粘
葉
本
の
完
成
度
の
高
さ
）
35
（

に
比
し
て
伊
予
切
に
は
随
所
に
生
硬
さ
が
窺
わ
れ
た
。
老
成
さ
れ
た
感
が
あ
る
粘
葉
本
と

の
間
の
力
量
の
差
は
歴
然
と
し
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

仮
に
、両
本
が
同
筆
で
あ
る
な
ら
ば
、伊
予
切
は
若
書
き
）
36
（

の
様
相
を
呈
し
て
い
る
と
推
察
さ
れ
、両
本
の
書
写
時
期
に
は
か
な
り
の
開
き
が
あ
っ

た
と
解
す
る
こ
と
も
出
来
な
く
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
両
本
は
別
人
の
手
に
な
る
と
解
す
る
方
が
蓋
然
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ

る
。
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ま
た
、
前
述
し
た
こ
と
（
1
、「
型
」
が
存
し
て
い
た
。
2
、
両
本
が
同
筆
の
場
合
、
両
本
の
書
写
時
期
に
は
一
定
の
開
き
が
あ
り
、
伊
予
切
の

方
が
若
書
き
で
あ
っ
た
。）
が
事
実
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
書
写
者
は
「
型
」
を
長
年
に
亘
っ
て
保
管
し
、
幾
星
霜
を
重
ね
、
再
度
、
そ
れ
を
も
と
に

再
現
し
た
こ
と
に
な
る
。
粘
葉
本
の
書
に
達
し
得
た
人
物
が
果
た
し
て
若
書
き
の
再
現
を
行
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
が
他
者
に
よ
る
要
望
・
指

示
等
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
ま
た
、
こ
の
書
風
が
、
当
代
、
数
十
年
間
、
行
わ
れ
て
い
た
と
し
て
も
や
は
り
、
不
可
解
な
感
は
拭
え
な
い
。

技
術
・
表
現
力
は
年
齢
と
と
も
に
磨
か
れ
て
い
く
。
し
か
し
、
作
品
化
に
際
し
て
は
先
天
的
能
力
に
因
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
そ
れ
を
前
提
と

す
る
と
、
粘
葉
本
を
書
き
上
げ
る
程
の
す
ぐ
れ
た
天
分
の
持
ち
主
で
あ
れ
ば
、
如
何
な
る
年
代
で
あ
っ
た
と
し
て
も
伊
予
切
に
お
い
て
確
認
さ
れ

た
未
熟
さ
は
何
ら
か
の
手
法
に
よ
り
回
避
し
得
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

以
下
の
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

書
家
に
求
め
ら
れ
る
技
術
・
表
現
力
と
同
等
、
も
し
く
は
、
究
極
的
に
は
そ
れ
以
上
に
重
視
さ
れ
る
べ
き
は
、
作
品
に
投
影
さ
れ
る
は
ず
の
個

個
人
の
精
神
、
美
意
識
等
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
の
根
本
は
生
涯
を
通
じ
て
大
き
く
変
わ
る
こ
と
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

伊
予
切
の
、
動
的
と
も
言
え
る
書
き
振
り
は
「
瀟
洒
で
自
由
」
に
も
映
る
。
し
か
し
、
粘
葉
本
と
比
較
し
て
み
る
と
、
伊
予
切
の
多
彩
さ
は
外

面
的
と
も
言
え
る
。
極
論
す
れ
ば
騒
が
し
さ
さ
え
感
じ
ら
れ
る
箇
所
も
存
し
て
お
り
、
そ
の
点
に
限
っ
て
言
え
ば
、
真
の
動
感
と
は
似
て
非
な
る

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

一
方
、
粘
葉
本
で
は
、
暢
達
さ
と
沈
着
さ
と
を
併
せ
持
ち
、
静
寂
の
中
に
も
筆
力
が
感
じ
ら
れ
、
躍
動
の
中
に
も
緊
張
感
が
あ
り
、
そ
の
点
に

お
い
て
伊
予
切
と
の
間
に
は
両
極
性
が
感
じ
ら
れ
る
。

同
一
人
物
が
書
き
振
り
を
変
え
て
表
現
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
が
、
両
本
間
に
お
け
る
相
違
は
そ
れ
と
は
質
的
に
異
な
り
、
書
写
者
の
内
面
性

に
起
因
す
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

推
測
の
域
を
出
な
い
も
の
の
、
両
本
は
別
人
に
よ
っ
て
書
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
書
に
つ
い
て
は
伊
予
切
は
粘
葉
本
を
追
従

し
た
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
も
の
と
考
え
得
る
。
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か
ね
て
か
ら
、
機
会
が
あ
る
度
、
美
術
館
・
博
物
館
等
に
お
い
て
部
分
的
に
実
見
し
、
そ
こ
か
ら
抽
出
し
た
両
本
中
の
特
徴
・「
要
素
」
を
重

点
的
に
取
り
上
げ
た
。
そ
こ
で
の
自
身
の
記
憶
・
感
覚
に
由
る
所
が
大
き
く
、
そ
の
後
の
調
査
に
つ
い
て
は
図
版
に
拠
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

今
後
も
引
き
続
き
、
実
物
に
拠
る
実
見
を
重
ね
、
本
私
案
・
導
き
出
し
た
結
論
、
並
び
に
そ
こ
に
至
る
過
程
に
つ
い
て
、
再
検
討
を
行
っ
て
い

く
所
存
で
あ
る
。

注（
1
）
尾
上
柴
舟
・
大
石
隆
子
氏
解
説
『
伝
藤
原
行
成
筆
御
物
倭
漢
朗
詠
集
一
』﹇
昭
和
43
年  

雄
山
閣
﹈
2
頁

（
2
）
春
名
好
重
氏
編
著
『
古
筆
大
辞
典
』﹇
昭
和
54
年  

淡
交
社
﹈
814
頁

（
3
）
安
東
聖
空
氏
著
『
か
な
古
筆
美
の
研
究
・
御
物
粘
葉
本
和
漢
朗
詠
篇
』﹇
昭
和
60
年  

同
朋
舎
﹈
14
頁

（
4
）
前
掲
（
注
3
）
に
同
。
18
頁

（
5
）『
飯
島
春
敬
全
集
』
第
五
巻
﹇
昭
和
61
年  
書
藝
文
化
新
社
﹈
248
頁

（
6
）
飯
島
春
敬
氏
解
説
・
釈
文
『
平
安
朝
か
な
名
蹟
選
集
・
第
55
巻
』﹇
平
成
2
年  

書
藝
文
化
新
社
﹈
解
説
の
項
。

（
7
）
古
谷
稔
・
島
谷
弘
幸
両
氏
も
、
両
本
は
「
同
筆
」
で
あ
る
と
認
定
さ
れ
た
（『
日
本
名
筆
選
』
8
﹇
平
成
23
年  

二
玄
社
﹈
117
頁
・『
日
本
名
筆
選
』
26
﹇
平
成

6
年  

二
玄
社
﹈
103
頁
）。

（
8
）
堀
部
正
二
氏
も
、
か
つ
て
、両
本
は
「
同
一
人
の
筆
と
考
へ
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、運
筆
字
形
の
上
に
於
い
て
全
く
同
一
の
部
分
も
存
し
て
」
お
り
、「
本

文
に
於
い
て
も
全
く
同
一
系
統
で
あ
つ
て
、
他
の
凡
て
の
諸
本
に
比
し
て
著
し
く
特
色
あ
る
本
文
を
保
有
し
て
ゐ
る
善
本
で
あ
る
」
と
説
か
れ
た
（
同
氏

編
著
『
校
異
和
漢
朗
詠
集
』﹇
昭
和
56
年  

大
学
堂
書
店
﹈
20
頁
）。

（
9
）
図
版
掲
載
の
際
、
詩
歌
番
号
を
載
せ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
場
合
は
各
図
版
の
上
部
、
も
し
く
は
下
部
に
示
す
。

（
10
）
伊
予
切
は
、
三
者
の
手
に
な
る
と
さ
れ
て
い
る
（
便
宜
上
、
第
一
種
・
二
種
・
三
種
と
呼
称
さ
れ
て
い
る
）。
筆
者
は
三
者
以
上
の
存
在
の
可
能
性
も
あ
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り
得
る
と
考
え
て
い
る
が
そ
の
点
に
つ
い
て
は
踏
み
込
ま
ず
、
従
来
の
説
に
従
っ
た
。

（
11
）
本
書
（
冒
頭
）
中
、
述
べ
た
通
り
、
① 

「
目
録
」
と
は
「
題
」（
詩
歌
句
群
ご
と
に
部
類
分
け
さ
れ
た
各
項
目
名
）
の
一
覧
の
こ
と
で
あ
り
、
③ 

「
本
文
中
の

題
」
と
は
詩
歌
句
群
ご
と
に
部
類
分
け
さ
れ
た
各
項
目
名
の
こ
と
で
あ
る
が
、
本
節
で
は
①
の
題
を
「
目
録
」
と
呼
称
し
、
③
の
題
を
「
題
」
と
呼
称
し
て

区
別
す
る
。

（
12
）
各
詩
歌
句
の
下
方
に
小
書
き
さ
れ
た
題
詞
・
作
者
名
、
及
び
傍
書
等
の
書
き
込
み
は
対
象
外
と
し
た
。

（
13
）
小
松
茂
美
氏
監
修
・
名
児
耶
明
氏
解
説
『
日
本
名
跡
叢
刊
』
55
・
56
﹇
昭
和
56
年  

二
玄
社
﹈、
古
谷
稔
氏
解
説
『
日
本
名
筆
選
』
8
﹇
平
成
23
年  

二
玄
社
﹈。

（
14
）
前
掲
（
注
3
）
に
同
。
18
頁

（
15
）
現
今
に
お
い
て
も
、「
字
形
」・「
字
体
」
な
ど
の
用
語
が
「
錯
綜 

―
未
整
理
の
ま
ゝ
で
慣
行
せ
ら
れ
て
」（
山
田
俊
雄
氏
「
漢
字
字
形
の
史
的
研
究
の
問
題

と
そ
の
一
方
向
」『
国
語
学
』
72
﹇
昭
和
43
年
3
月
﹈）
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
節
で
は
「
字
形
」
は
筆
遣
い
等
に
よ
り
生
じ
る
微
妙
な
差
異
を
も
対
象

と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
立
場
か
ら
「
筆
路
」
等
と
は
区
別
し
て
調
査
・
考
察
を
行
っ
た
。

（
16
）
書
の
線
の
も
つ
性
質
で
、
書
線
の
様
相
と
そ
の
内
容
を
い
う
（
藤
原
宏
氏
ほ
か
編
『
書
写
書
道
用
語
辞
典
』﹇
平
成
2
年  

第
一
法
規
﹈「
線
質
」
の
項
）。

（
17
）
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
用
し
、
デ
ー
タ
化
し
た
当
該
文
字
を
切
り
取
り
、
各
文
字
の
縦
の
サ
イ
ズ
を
揃
え
た
。
目
視
で
は
判
断
が
つ
か
な
い
場
合
は
両
本

の
画
像
を
画
面
上
で
重
ね
、
ま
た
、
当
該
箇
所
（
文
字
を
構
成
し
て
い
る
曲
線
・
直
線
）
の
長
さ
を
ソ
フ
ト
「
曲
線
も
の
さ
し
」
に
依
っ
て
計
測
す
る
等
、

適
宜
、
い
く
つ
か
の
方
法
に
よ
り
比
較
検
討
を
行
っ
た
。

（
18
）
根
本
訓
央
氏
（
茨
城
県
警
察
本
部
刑
事
部
科
学
捜
査
研
究
所
）
制
作
「
文
字
位
置
計
測
ソ
フ
トVer1.1

」
を
使
用
。

（
19
）
外
形
的
類
似
の
圏
内
に
あ
る
文
字
。

（
20
）
両
本
で
は
料
紙
サ
イ
ズ
も
各
文
字
の
大
き
さ
も
改
行
の
箇
所
も
異
な
る
。「
同
様
な
位
置
」
と
は
、
物
理
的
位
置
を
指
す
の
で
は
な
く
、「
当
該
詩
歌
句
中
、

当
該
文
字
が
何
文
字
目
辺
り
に
位
置
す
る
の
か
」
と
い
う
点
に
重
き
を
置
き
、
判
断
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
21
）
た
と
え
ば
、
前
掲
【
用
例
Ａ
】
で
は
、
漢
詩
に
つ
い
て
は
「
山
・
鳥
・
曙
・
雲
・
外
・
万
・
點
・
水
・
蛍
・
秋
・
草
」、
和
歌
で
は
「
さ
・
つ
・
き
・
や
・
み
・
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お
・
ほ
・
つ
・
な
・
き
・
に
・
ほ
・
と
・
ゝ
・
き
・
く
・
な
・
る
・
こ
・
ゑ
・
い
・
と
・
ゝ
・
る
・
け
・
さ
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
前
掲
【
事
例
Ｂ
】
で
は

概
略
的
関
係
を
探
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
た
め
、
そ
の
レ
ベ
ル
を
一
つ
の
基
準
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
し
た
。
そ
の
際
、
畳
字
も
類
似
性
が
認
め
ら
れ
る
場

合
は
文
字
の
場
合
と
同
様
に
カ
ウ
ン
ト
の
対
象
と
し
、
虚
画
、
及
び
連
綿
の
有
無
に
つ
い
て
は
考
慮
の
外
と
し
た
。
以
下
、
同
。

（
22
）
雲
紙
本
・
関
戸
本
・
久
松
切
・
巻
子
本
・
山
城
切
・
戊
辰
切
・
葦
手
本

（
23
）
一
つ
一
つ
の
点
画
の
終
り
の
部
分
、
つ
ま
り
、
筆
を
ぬ
い
て
収
め
る
部
分
の
こ
と
（
前
掲
書
〈
注
15
〉「
終
筆
」
の
項
）。

（
24
）
た
と
え
ば
、「
し
ん
に
ょ
う
」
に
お
い
て
も
伊
予
切
で
は
終
画
の
終
筆
を
短
め
に
お
さ
え
る
ケ
ー
ス
が
優
勢
で
あ
っ
た
が
、
粘
葉
本
で
は
ゆ
っ
た
り
と
右

方
へ
伸
ば
す
ケ
ー
ス
が
目
立
っ
て
い
た
。

（
25
）既
述
し
た
通
り
、
当
該
文
字
と
、
そ
の
下
に
位
置
す
る
文
字
と
が
続
け
て
書
さ
れ
て
い
る
場
合
、
当
該
文
字
の
下
に
位
置
す
る
文
字
も
あ
わ
せ
て
掲
出

し
た
。
以
下
、
同
。

（
26
）図
版
⑨
の
矢
印
部
で
は
一
瞬
停
止
し
た
後
、
穂
先
は
左
下
の
方
向
へ
移
動
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
図
版
⑩
の
矢
印
部
で
は
停
止
後
、
穂
先
は
や
や
内

側
に
入
り
、
そ
の
後
、
左
下
へ
向
け
て
運
筆
さ
れ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。

（
27
）
穂
先
が
紙
か
ら
離
れ
る
こ
と
な
く
（
紙
面
上
に
あ
り
な
が
ら
）、
若
干
「
引
き
上
げ
ら
れ
た
」
ケ
ー
ス
の
こ
と
で
あ
り
、
穂
先
が
完
全
に
紙
面
か
ら
離
れ
た

状
態
に
つ
い
て
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
論
外
で
あ
る
。

（
28
）「
平
板
」
と
は
「
抑
揚
変
化
に
乏
し
く
面
白
み
の
な
い
こ
と
。
単
調
で
趣
が
な
い
こ
と
。
一
本
調
子
」（『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
拠
る
）。

（
29
）別
個
の
文
字
間
に
見
ら
れ
る
特
徴
に
つ
い
て
、
単
純
に
同
列
に
比
較
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
筆
が
操
ら
れ
る
際
、
技
術
的
に
は
別

個
の
文
字
の
中
に
、
い
く
つ
か
の
共
通
的
「
要
素
」
が
存
す
る
と
い
う
見
方
も
成
立
し
得
る
と
考
え
、
別
個
の
文
字
間
に
見
ら
れ
る
共
通
的
「
要
素
」
に

も
注
目
し
た
。

（
30
）
463
・
491
の
二
例
の
み
。
考
察
の
対
象
外
で
は
あ
る
が
、
掲
出
す
る
（「
タ
イ
プ
⑶
」
620
・「
タ
イ
プ
⑹
」
702
に
つ
い
て
も
同
）。

（
31
）
一
首
中
、
当
該
文
字
が
二
か
所
以
上
存
す
る
場
合
、
詩
歌
番
号
の
次
に
①
②
③
等
と
し
て
表
し
た
。
以
下
、
同
。
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（
32
）
剥
落
等
に
よ
り
、
当
該
箇
所
が
不
明
瞭
な
場
合
は
「
そ
の
他
」
と
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

（
33
）「
連
綿
」
と
は
二
文
字
以
上
を
続
け
て
書
す
こ
と
。「
連
綿
」
に
は
い
わ
ゆ
る
「
意
連
」（「
点
と
線
、
文
字
と
文
字
の
間
に
お
い
て
、
目
に
見
え
な
い
が
気

持
の
つ
な
が
り
が
保
た
れ
て
い
る
こ
と
」﹇
前
掲
書
〈
注
16
〉「
連
綿
」・「
意
連
」
の
項
﹈）
も
含
ま
れ
る
が
、「
意
連
」
に
つ
い
て
は
考
慮
の
外
と
し
た
。

（
34
）「
せ
」・「
世
」
と
そ
の
下
に
位
置
す
る
文
字
と
が
繋
が
っ
て
い
る
事
例
の
み
が
本
項
で
は
該
当
す
る
。

（
35
）
た
だ
し
、『
日
本
名
筆
選
』
に
拠
る
と
、
粘
葉
本
24
・
35
・
145
・
153
・
215
・
415
・
632
中
、
補
訂
さ
れ
た
か
と
思
し
き
痕
跡
が
確
認
さ
れ
る
。
そ
の
経
緯
・

理
由
等
に
つ
い
て
不
可
解
に
思
わ
れ
る
。

（
36
）「
若
書
き
」
と
は
い
え
、
両
本
程
の
調
度
品
に
染
筆
し
得
る
年
齢
（
書
家
と
し
て
の
活
躍
期
）
に
達
し
て
い
た
年
齢
の
こ
と
を
指
す
。




